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値に基づく目録化が依然として主流であるという 6。  
（2）研究目的  
そのような現状を踏まえ本研究では、近現代個人文書群の編成を行い、個人
                                                   
1 伊藤隆著「個人文書の収集・保存・公開について」 藤原良雄編『図書館・ア
ーカイブズとは何か』 藤原書店，2008 年，pp.82-91 
2 大友一雄著「第 4 章 史料保存機関における情報資源化の取り組みと課題」 国
文学研究資料館編『アーカイブズ情報の共有化に向けて』 岩田書院，2010 年，
pp.83-98 
3 大野瑞男著「近世史料分類の現状と基礎的課題」 『史料館研究紀要』 第 1
号 史料館，1968 年 3 月，pp.267-283 
4中野美智子著「近世地方史料の整理論の動向について―所蔵目録作成の立場から
―」 地方史研究協議会編『地方史の新視点』 雄山閣，1988 年，pp.134-155 
5 鈴江英一著『近現代史料の管理と史料認識』 北海道大学図書刊行会 2002 年  
6加藤聖文著「近現代個人文書の特性と編成記述」 国文学研究資料館編『アーカ





 坂口貴弘は、編成についての主な議論を 2 つに分けて説明している。1 つは、
















編成」、機能ベースの編成を「動的編成」と表現している 11。  
 日本においては、ISAD(G)で示された、組織ベースの階層構造に基づく編成
                                                   
7坂口貴弘著「アーカイブズの編成・記述とメタデータ」『情報の科学と技術』60
巻 9 号 情報科学技術協会，2010 年，pp.384-389 
8 アーカイブズ・インフォメーション研究会編『記録史料記述の国際標準』 北








平成 15 年度～平成 18 年度） 学習院大学，2007 年，pp.222-236 
11坂口貴弘著「アーカイブズの編成・記述とメタデータ」『情報の科学と技術』60































                                                   
12加藤聖文著「近現代個人文書の特性と編成記述」 国文学研究資料館編『アー



























                                                   
13 全国歴史資料保存利用機関連絡協議会監修『文書館用語集』 大阪大学出版会，
1997 年  
14 小川千代子・高橋実・大西愛編 『アーカイブズ事典』 大阪大学出版会，2003
年，p.14 
15 図書館情報学ハンドブック編集委員会編『図書館情報学ハンドブック第 2 版』 
丸善株式会社，1999 年，p.527 
16坂口貴弘著「アーカイブズの編成・記述とメタデータ」『情報の科学と技術』60




























                                                   
17安藤正人著「第三章 史料の整理と検索手段の作成」 国文学研究資料館史料
館編『史料の整理と管理』 岩波書店，1988 年，pp.51-98 
18小川千代子・高橋実・大西愛編 『アーカイブズ事典』 大阪大学出版会，2003
年，p.ⅰ  
19図書館用語辞典編集委員会編『最新図書館用語大辞典』 柏書房，2004 年，p.252 
20渡邊靜夫編『日本大百科全書 12』 小学館，1994 年，p.363 





存の現状と課題を明らかにする。第 2 章では、編成事例の 1 つ目として小野











第 1 節 アーカイブズの中の個人文書群の特徴と価値 
第 1 項 アーカイブズから見る個人文書群の特徴  
（1）個人文書群としての特徴  
アーカイブズの特徴としては、例えば、以下の 5 つをあげることができる。  
a）「個人であれ法人であれ、その業務の過程、あるいは結果として、「自動
的、有機的に」形成され、保管される記録であり、偶然や人間の恣意によ
る収集物 collection と対立する概念」 22 
b）「発生の時代や場所、発生母体である個人や組織体の種類を問わない」  






                                                   
22 岡崎敦著「アーカイブズ、アーカイブズ学とは何か」 『九州大学附属図書館

































25加藤聖文著「3 章 アーカイブズの編成と記述―近現代史料をめぐる課題」 『ア
ーカイブズの科学 下』 柏書房，2003 年，pp.215-235 
26 加藤聖文著「鈴木荘六関係史料の紹介―近現代個人史料の受け入れと史料館の















う場合がある 27。  







が、日記や書簡などから発見されるのである 30。  
（2）MLA から見た個人文書の特徴  
                                                   
27加藤聖文著「近現代個人文書の特性と編成記述」 国文学研究資料館編『アー  
カイブズの構造と編成記述』 思文閣出版，2014 年，pp.181-199 
28加藤聖文著「近現代個人文書の特性と編成記述」 国文学研究資料館編『アー  
カイブズの構造と編成記述』 思文閣出版，2014 年，pp.181-199 
29加藤聖文著「3 章 アーカイブズの編成と記述―近現代史料をめぐる課題」 『ア
ーカイブズの科学 下』 柏書房，2003 年，pp.215-235 


























                                                   
31日本図書館情報学会用語辞典編集委員会編 『図書館情報学用語辞典 第 4 版』 
丸善出版，2013 年，p.53 
32加藤聖文著「3 章 アーカイブズの編成と記述―近現代史料をめぐる課題」 『ア







34加藤有次著 『博物館学総論』 雄山閣，1996 年  
35安藤正人著 「第一章 文書記録の保存・利用と文書館」大藤修・安藤正人著
『史料保存と文書館学』 吉川弘文館，1986 年，p.10 
11 
 






第 2 項 アーカイブズから見る個人文書群の価値と機関から見る価値 
（1）アーカイブズから見る個人文書群の価値  
アーカイブズの価値として、例えば、A）歴史的文化的価値、B）行政的経

















                                                   
36水谷長志著「MLA 連携のフィロソフィー」『情報の科学と技術』 61 巻 6 号 
2011 年，pp.216-221 
37安藤正人著「第一章 文書記録の保存・利用と文書館」 大藤修・安藤正人著
『史料保存と文書館学』 吉川弘文館，1986 年，pp.2-40 
38安藤正人著「第一章 文書記録の保存・利用と文書館」 大藤修・安藤正人著

























                                                   
39 上田和夫著「第二章 「記録」がつくる企業文化―構築と活用―」 企業史料




必要性と課題」『情報の科学と技術』62 巻 10 号，2012 年，pp.422-427 
41 松崎裕子著「第一章 経営資源としてのアーカイブズ」 企業史料協議会編『企
業アーカイブズの理論と実践』 丸善出版，2013 年，pp.3-18 
42中村稔著『文学館を考える』 青土社，2011 年，pp.19-20 
43中村稔著『文学館を考える』 青土社，2011 年，pp.46-47 





















第 2 節 個人文書群の収集・保存の歴史と現状  





和 23）の近世庶民史料調査委員会発足に始まり、1969 年（昭和 44）の日本
学術会議「歴史資料保存法の制定について（勧告）」や 1987 年（昭和 62）の
公文書館法成立などを実現させた、学校教員、自治体史編さん担当者など民間
                                                   
45小池聖一著『近代日本文書学研究序説』 現代史料出版，2008 年，pp.249-271 
46伊藤隆著「個人文書の収集・保存・公開について」 藤原良雄編『図書館・ア




























                                                   
48 白井哲哉著「民間史料から文書館・公文書館をとらえ直す―問題提起として―」
『地方史研究』55 巻 2 号 地方史研究協議会，2005 年，p.6 
49白井哲哉著「民間史料から文書館・公文書館をとらえ直す―問題提起として―」
『地方史研究』55 巻 2 号 地方史研究協議会，2005 年，pp.5-12 
50高野修著「第 1 章 記録史料（アーカイブズ）とは何か」 文書館問題研究会・
横浜開港資料館編『歴史資料の保存と公開』 岩田書院，2003 年，pp.11-15 
51丑木幸男著 「序 アーカイブズの科学とは」 国文学研究資料館史料館編 
『アーカイブズの科学 上』 柏書房，2003 年，p.6 
52 日本学術会議作成「歴史資料保存法の制定について（勧告）」（1969.11.1）全
国歴史資料保存利用機関連絡協議会編『日本の文書館運動―全史料協の 20 年』 



























                                                   
53藤本守著「この人を知る 大久保利謙」『国立国会図書館月報』606 号 国立国
会図書館，2011 年，pp.17 
54 大久保利謙作成「日本国会史編纂所設置ニ関スル請願」（昭和 23 年 11 月 19
日） （二宮三郎著「憲政資料室前史（下）」 『参考書誌研究』45 号 国立国
会図書館，1995 年，pp.32-35 の中で掲載）  
55 大久保利謙著『日本近代史学事始め』 岩波書店，1996 年，pp.156-157 








に入るだけ収集したという 58。そのようにして 1950 年～1953 年度までに収集













（1984 年～1987 年）前に、『渡辺洪基史料目録』（1977 年）などの個人文書
                                                   
57 憲政資料室には、1950 年度から 3 年間にわたり総額 900 万円の資料収集経費
がついていた。  
二宮三郎著「憲政資料室前史（下）」 『参考書誌研究』45 号 国立国会図書館，
1995 年，pp.18-47 
58大久保利謙著『日本近代史学事始め』 岩波書店，1996 年，pp.160 





ーカイブズとは何か』 藤原書店，2008 年，pp.82-91 
他にも国学院大学、学習院大学、中央大学、明治大学、大東文化大学などが挙
げられている。  





群目録を 7 点刊行している 62。  
第 2 項 個人文書の所蔵機関の現状 


















                                                   
62 「東京大学史史料室ニュース」1 号 東京大学史史料室，1988 年，pp.1-8 
63 Web サイト「関連リンク」『国立公文書館』  
http://www.archives.go.jp/links/（最終閲覧：2015 年 5 月 15 日）  




『史料保存と文書館学』 吉川弘文館，1986 年，p.10 
66 地方史研究協議会編『歴史資料保存機関総覧〔増補改訂版〕』〔東日本〕〔西日
本〕 山川出版社，1990 年  
67 地方史研究協議会編『歴史資料保存機関総覧〔増補改訂版〕』〔東日本〕〔西日
本〕 山川出版社，1990 年  
68大友一雄編『アーカイブズ情報の集約と公開に関する研究』 人間文化研究機
























かった）。データベースには、46 都道府県にある 601 館の保存機関の史料情報
が搭載されている。  




 調査結果を参考資料 1、参考資料 2、参考資料 3 に示した。参考資料 1 は、
                                                   
69 国文学研究資料館作成「史料情報共有化データベース」 『国文学研究資料館
web ページ』http://base1.nijl.ac.jp/~isad/（最終閲覧：2015 年 12 月 17 日）  
70 国文学研究資料館作成「史料情報共有化データベース」 『国文学研究資料館





を抽出し、個人文書群数の多い順に並べている。参考資料 3 には 346 群の個
人文書群の内容を示した。なお、割合などの計算は、基本的に小数点以下を四
捨五入して表記する。  
a）都道府県別の結果（参考資料 1 参照）  
 個人文書所蔵機関が最も多いのは、東京で 12 館、次に、京都で 6 館、新潟、
北海道で 5 館と続く。しかし、分母に総機関数、をおいた割合では、岩手県
が 50%（4 館中 2 館）と最も高く、全保存機関中半分が個人文書を保有してい
ることがわかる。北海道（15 館中 5 館）と福井（6 館中 2 館）が、33％で次
に高く、東京が 30%（40 館中 12 館）、新潟県が 24%（21 館中 5 館）で続い
ている。個人文書群の所蔵機関が無い都道府県は、18 あり、全機関中の個人
文書所蔵機関の割合は、12%であった（601 館中 72 館）。  
個人文書群の合計は、東京が 341 群と最も多く、次に北海道の 98 群、大分
の 42 群と続く。総文書群を分母においた割合は、岩手（14 群中 6 群）が 42%、
北海道（341 群中 98 群）が 28%、東京（2264 群中 341 群）が 15%の順で高
く、岩手では、全文書群の中で 42%が個人文書群である。  
1 館当たりの個人文書群数は、大分が 42 群と最も多く、東京が 28 群、北海
道が 20 群と続く。これら 3 つの都道府県には、1 つの機関に個人文書群が集
中して保存されている。大分県において個人文書群を所蔵しているのは、大分
県立先哲史料館（347 群中 42 群）の 1 館のみであり、42 群は、全国で 3 番目
の数である。東京都は、国立国会図書館憲政資料室が 313 群（359 群中）を
所蔵しており、この数は全国で最も多い。北海道は、北海道立文書館が 82 群















がつかないものの中で、図書館は『日本の図書館 統計と名簿 2014』 72を、
博物館は『日本博物館総覧―ミュージアムの招待―』73及び『全国博物館総覧』





登録機関数は、博物館は 299 館で最も多く、図書館が 171 館、大学が 74 機
関、文書館が 48 館と続く。全国にある図書館は、3,246 館 76、博物館は 5,747
館 77（うち類似施設 4,485 館）に対して、文書館は 70 館 78であり、博物館は
全体の 5%、図書館は全体の 5%、文書館は全体の 69%の機関が登録されてい
ることになる。文学館は現在 757 館 79存在するが、データベースには「文学館」
                                                   
71地方史研究協議会編『歴史資料保存機関総覧〔増補改訂版〕』〔東日本〕〔西日本〕  
山川出版社，1990 年，pp.2-3 
72日本図書館協会図書館調査事業委員会編『日本の図書館 統計と名簿 2014』 
日本図書館協会，2015 年  
73大堀哲編著『日本博物館総覧―ミュージアムの招待―』 東京堂出版，1997 年  
74日本博物館協会編『全国博物館総覧』 ぎょうせい，1986 年（筑波大学附属図
書館により 2003 年まで加除あり）  
75 国立公文書館作成「関連リンク」『国立公文書館 Web サイト』
http://www.archives.go.jp/links/（最終閲覧：2015 年 12 月 22 日）  
76日本図書館協会図書館調査事業委員会編『日本の図書館 統計と名簿 2014』 




年 5 月 15 日）  
78 Web サイト「関連リンク」『国立公文書館』  
http://www.archives.go.jp/links/（最終閲覧：2015 年 5 月 15 日）  








続いて文書館が 40%（47 館中 19 館）であった。公民館や県・市・町史編纂
所には、個人文書群は所蔵されていなかった。  
総文書群に占める個人文書群の割合は、最も多い機関でも大学の 3%（32
群中 14 群）であり、個人文書群は全ての機関において、全文書群の 3%以下
であるということがわかった。一方憲政資料室は、87%（359 群中 313 群）が
個人文書群で占められていた。  
1 機関当たりの個人文書群は、文書館が 7.5 群（19 館が 142 群を所有）で
最も多く、博物館が 5.3 群（23 館が 122 群を所有）、研究所が 5.1 群（7 館が




図書館の個人文書所蔵機関は全図書館の 9%（171 館中 15 館）にとどまり、
総文書群に占める個人文書群は 2%（1795 群中 33 群）、1 機関当たりの文書群
数は 2.4 群（15 館が 33 群を所有）である（参考資料 4 参照）。図書館を設置
主体別に分けると、大学以外の図書館では、都道府県と市立において、個人文
書群をもつ図書館が見られ、区と町立のものには見られなかった。また、都道
府県立では 1 館当たりの文書群の数は 20 群（25 館が 502 群を所有）であっ




群数の値の 3 つにおいていずれもわずかではあるが高い値を示した。  
大学図書館においては、国立と公立にいずれも 1 群ずつの個人文書群が見
                                                                                                                                                     
http://literarymuseum.net/lm-list.html（最終閲覧：2016 年 1 月 10 日）  
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られたが、私立には 22 館中個人文書群を所蔵している館は見られなかった。 
博物館の個人文書所蔵機関は全博物館の 8%（299 館中 23 館）にとどまり、
総文書群に占める個人文書群は 2.7%（4542 群中 122 群）、1 機関当たりの文
書群数は 5.3 群（23 館が 122 群を所有）である（参考資料 5 参照）。博物館を
設置別に分けると、都道府県、市、区、町村立博物館のいずれにも個人文書群
の所蔵が見られた。また、都道府県立では 1 館当たりの文書群の数は 42 群（27
館が 1138 群を所蔵）であったのに対し、市立では 1 館当たり 13 群（154 館
が 2047 群を所蔵）であり、都道府県立の方がより多くの文書群を所蔵してい
ることが分かった。その上で、全機関中の個人文書を所蔵する機関の割合にお
いて都道府県立が 22%（27 館中 6 館）、市立が 6%（154 館中 10 館）で、都
道府県立の方が 16%高かった。  





種に分け、分析を行った（参考資料 6 参照）。登録機関数は、歴史が 168 館で




館中 8 館で 11%）、歴史は総文書群に占める個人文書群の割合（2757 群中 109
群で 4%）と 1 館当たりの個人文書群数の値（16 館が 109 群所蔵で 6.8 群）
で郷土よりも高かった。  
文書館の個人文書所蔵機関は全文書館の 40%（47 館中 19 館）にとどまり、
総文書群に占める個人文書群は 1.9%（7348 群中 142 群）、1 機関当たりの文
書群数は 7.5 群（19 館が 142 群を所有）である（参考資料 7 参照）。文書館を
設置別に分けると、都道府県、市立博物館に個人文書群の所蔵が見られた。ま
た、都道府県立では 1 館当たりの文書群の数は 215 群（26 館が 5601 群を所





26 館中 11 館で 42%、市立は 9 館中 2 館で 22%、個人文書所蔵の 1 館当たり
の個人文書群数の値において、都道府県立が 11 館で 122 群を所蔵で 1 館当た
り 11 群、市立が 2 館で 7 群を所蔵の 3.5 群と、それぞれ都道府県立の方が 20%、
7.5 群高い値を示した。  
 大学文書館においては、国立、私立共に個人文書群の所蔵が見られ、私立に
至っては、3 校中 3 校に所蔵されていた。しかし、1 館当たりの個人文書群は













合が、私立において 22%（32 校中 7 校）、国立において 13%（48 校中 6 校）
で私立の方が 9%高いことがわかった。  





の個人文書の値を見ると、研究所が最も高く 4 群であり、図書館が 2.5、博物














も 4 倍以上高く、また 1 館当たりの個人文書群数でも文書館は 7.5 群で図書館
の 3 倍以上多かった。図書館、博物館、文書館においては、都道府県立の方
が市立よりも 1 館当たりの総文書群数が多かった。  
 国立国会図書館憲政資料室は、全登録文書群のうち 87%（359 群中 313 群）
が個人文書群であった。次に個人文書群を多く所蔵していたのは、北海道立文
書館の 82 群、続いて大分県立先哲史料館の 42 群であった。  
c）内容からの分析結果  
機関に所蔵されている文書群 350 件の一覧を参考資料 3 に示した。憲政資
料室所蔵の個人文書群は、その分量の多さや 1 館の画一的なデータであるこ
とから分析対象として除いた。この参考資料 3 の並びは、参考資料 2 の並び
と対応している。ここでは、表の項目から、検索手段、利用可能な代替方式、
経歴、数量、に分けそれぞれ分析を行う。  
検索手段は、刊行目録が最も多く 143 件、web で公開、もしくは検索でき
るものは、118 件であり、全体の 72%である。一方、外部に公開されていない、
内部目録は 28 件、マイクロ化されたものは 3 件あった。検索手段が空欄もし
くはないものは、71 件で、これは全体の 20%に相当する。データベース上の
公開は、未整理を理由になされていない館が少なからずあるようである 80。そ
                                                   
80大友一雄編『アーカイブズ情報の集約と公開に関する研究』 人間文化研究機





利用可能な代替方式は、マイクロ化が 37 件で最も多く、電子式複写が 17
件、紙焼きが 11 件、複製本が 5 件の順に多かった。デジタル化は、同志社大
学同志社社史資料センターと帯広市図書館でしか行われていなかった。一方、
代替なしは、282 件であり、全体の 79%にも及んだ。  
経歴は、教授が最も多く 55 件、次いで政治家が 54 件、文学者が 33 件、教






点数は、不明 26 件を除く 324 件の平均が 1110 点であった。しかし、198
件（全体の 61%）の文書群が 100 点以下であった。個体差あるいは館の収集
方針によって、点数に大きな差が生じていると考えられる。  
図書館、博物館、文書館に分けて分析を行うと、図書館は、32 件の平均点










第 3 節 個人文書群の目録からみる編成の分析 
 前節においては、個人文書群の所蔵状況とその所蔵文書群を、都道府県別、
























                                                   
81 鈴江英一著『近現代史料の管理と史料認識』 北海道大学図書刊行会，2002
年，pp.235-288（初出は『史料館研究紀要』27 号，1996 年）  
82 松下浩著「史料目録の目的と構成内容―滋賀県下の史料目録作成の事例を中心
に―」『記録と史料』16 号 全国歴史資料保存利用機関連絡協議会，2006 年，
pp.1-17 












図書館の目録が 25 点、博物館が 15 点、文書館が 32 点、大学が 69 点で、研





情報共有化データベース」に登録しているものは、111 機関中 25 機関にとど
まり、その中で文書群情報が登録されているものは、11 群のみであった（表
には「DB に文書有無」に記載）（憲政資料室を除く）。  
調査結果を、参考資料 10～16 に示した。この表は、前述の鈴江英一の論文
の都道府県庁文書目録を分析した表を参考に作成した 85。参考資料にある第 1
編成、第 2 編成、第 3 編成というのは、その文書群を 1 番目に編成している















るものは、それが多いものから 2 つを選択し、多い基準から記載した。  








た 111 点の目録の編成を分析した結果を参考資料 10 に示した。第 1 編成で最
も多かったのは、物理形態の 47 点、2 番目は、事項の 25 点、3 番目は、形態
の 15 点であった。第 2 編成で最も多かったのは、事項の 29 点、2 番目は、
物理形態の 16 点、3 番目は、形態の 14 点であった。第 3 編成で最も多かっ




態のもの 61%、内容のもの 39%となり、最初は内容よりも 12%多く、形態に
よる編成がなされていることがわかる。しかし、第 2 編成では、形態のもの
43%、内容のもの 57%と割合が逆転し、第 3 編成でも、形態のもの 45%、内
容のもの 55%になり、編成段階が進むと、10%以上多く内容による編成がな
されている。  
物理形態の基準は、第 1 編成では最も使われた（全体の 39%）が、第 3 編
成には 1 回しか使われていない。出所はさらに極端であり、第 1 編成に特有
の基準であるといえる。反対に事項は、第 1 編成では全体の 21%、第 2 編成




が分かった。第 2 編成では 47 点（全目録の 42%）、第 3 編成では 86 点（全目
録の 77%）であった。  
編成の構成と共に、刊行目録に履歴表、解題が付されているかの調査を行っ
た。76 点の目録中に、履歴表は 27 点（全体の 36%）に、解題は 23 点（30%）
に付されていた。履歴表と解題が併せて掲載されているものは、9 点（12%）
であった。年代に分けて分析すると、1985 年以前には、解題が付されている
目録はなかった。1986 年～1999 年と 2000 年～2014 年に分けると、前者は
29 
 
























                                                   
86大藤修著「第六章 近世文書の整理と目録編成の理論と技法」 大藤修・安藤
正人共著『史料保存と文書館学』 吉川弘文館，1986 年，pp.202-285 
87 日本図書館協会分類委員会改訂篇『日本十進分類法 新訂 10 版』 日本図書
館協会，2014 年  
88三中信宏著「知識の樹」 日本図書館協会現代の図書館編集委員会編『現代の
図書館』第 48 巻第 4 号 日本図書館協会，2010 年，pp.262-269 
89小西和信・田窪直規共著「1 章 目録法」 小西和信・田窪直規編『情報資源
組織演習』 樹村房，2013 年，p.3 
























                                                   
91全日本博物館学会編『博物館学事典』 雄山閣，2011 年，pp.212-213 
92倉田公裕監修『博物館学事典』 東京堂出版，1996 年，pp.318-323 
93柴田敏隆編集責任『第 6 巻 資料の整理と保管』 雄山閣出版，1979 年，
pp.131-247 では、「１美術系」、「２歴史系」、「３自然史系」、「４理工学系」、「５
動植物園・水族館」にわけてそれぞれ分類を論じている。  
94 『梁川剛一資料目録』 市立函館博物館，1996 年  
95 安藤正人著「第三章 史料の整理と検索手段の作成」 国文学研究資料館史料
館編『史料の整理と管理』 岩波書店，1988 年，p.55 
96 「鈴木荘六文書目録」 調査収集事業部編『史料目録 第 95 集 近現代文書
目録（その 1）』 人間文化研究機構国文学研究資料館，2012 年，pp.3-49 
97中村稔著『文学館を考える』 青土社，2011 年，pp.19-20 
98 『日本近代文学館所蔵資料目録 27 佐多稲子文庫目録』 日本近代文学館，
















図書館の個人文書目録における第 1 編成は、「物理形態」が 15 点で最も多く、
全体の 52%を占める。その他の機関に比べて特徴的なものは、「主題」、「十進
分類（NDC）」、また「内容形態」による分類である。図書館資料は、NDC に
よる分類が主流であるが、個人文書群の編成においては、第 1 編成で 1 回、
第 2 編成で 2 回しか使用されていなかった。主題を含めると、第 2 編成で 5
回使用され、全体の 20%を占めているが、第 3 編成では 15%であり、第 1 編
成では 3%にすぎない。ここから図書館においてもいきなり文書群に NDC を
適用させておらず、先に何らかの編成を施していることがわかる。十進分類は、
1984 年を境に見られないが、主題分類は 1990 年の目録にも見られる。2000
年に入っても文書群を主題別に分類するという編成は続いているようである
100。  
第 3 編成まで編成をしていたのは、12 点と約半数であり、これは、博物館
や文書館に比べて多かった。図書館目録は、利用者のためという要素が強いた
                                                   
99中村稔著『文学館を考える』 青土社，2011 年，pp.89-90 
100 平林祐子著「「飯島伸子文庫」開設―環境社会学の歴史と発展をめぐるアーカ
イブ―」 『環境社会学研究』 環境社会学会，2006 年，pp.178-185 
平石直昭著「草稿資料の整理・保存・供用をめぐる諸問題―東京女子大学丸山文
庫の経験から―」 『東京女子大学比較文化研究所附置丸山眞男記念比較思想研
究センター報告』8 巻 丸山眞男記念比較思想研究センター，2013 年，pp.100-104 
32 
 










かった。第 2 編成は、5 つ中 4 つの基準が形態によるものであった。これらか
ら、博物館における個人文書目録において、形態別編成が、主流なものといえ
る。第 2 編成では、11 点の目録で編成がなくなった。第 3 編成を行った目録
は 1 点のみであった。博物館目録は、管理的な要素が強いため、編成を行い、
利用者の便に供するという意識が低いのではないかと考える。  









える。文書群の第 3 編成は、32 点中 29 点において編成されていなかった。文
書館は図書館に比べて、細かい編成がなされていないことがわかった。全く編
成がなされていなかった 4 点の目録は、いずれも web 上で公開されている大
学文書館の目録であり、そのうち 3 点が 150 点未満の少数の文書群であった。  
 大学所蔵（12 点）、研究所所蔵の個人文書目録（17 点）の編成の構成を参




















類、200 自筆類というように主に資料内容により大きく 9 区分している。次に
040 冊子、060 額というように主に資料形態によりそれぞれの大分類の中を区
分している。また、小分類として 004 冊子装、006 額装というように装丁替
えしたものを形態区分している」と述べ、この分類は、「図書館で採用してい






                                                   
101中村稔著『文学館を考える』 青土社，2011 年，pp.19-20 
102今井恵子著「本館における資料整理の方法と情報システムについて」『風：文























                                                   
103中村稔著『文学館を考える』 青土社，2011 年  
104二宮三郎著「憲政資料室前史（下）」『参考書誌研究』第 45 号，1995 年，p.36 
105加藤聖文著「3 章 アーカイブズの編成と記述―近現代史料をめぐる課題」 国




107国立国会図書館専門資料部編『斎藤実関係文書目録  書類の部 1』 国立国
会図書館，1993 年  
国立国会図書館専門資料部編『斎藤実関係文書目録  書類の部 2』 国立国会




























                                                   
109 鈴江英一著「近現代史料整理論の状況―近現代史料整理論ノート 1―」 『史




カイブズ学研究』11 号 日本アーカイブズ学会，2009 年，pp.55-72 
111大野瑞男著「近世史料分類の現状と基礎的課題」 『史料館研究紀要』第 1 号 
史料館，1968 年 3 月，pp.267-283 
112三上昭美編『日本古文書学講座 11 近代編Ⅲ』 雄山閣，1979 年  
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れた検索システム 119や文書目録 120がつくられるようになった。  
                                                   
113国文学研究資料館史料館編『史料の整理と管理』 岩波書店，1988 年  
114安藤正人著 「第三章 史料の整理と検索手段の作成」国文学研究資料館史料
館編『史料の整理と管理』 岩波書店，1988 年，pp.51-98 
115安藤正人著 「第三章 史料の整理と検索手段の作成」国文学研究資料館史料
館編『史料の整理と管理』 岩波書店，1988 年，pp.51-98 
116鈴江英一著『近現代史料の管理と史料認識』 北海道大学図書刊行会，2002
年  
117安藤正人著「記録史料目録論」 『歴史評論』 497 号 歴史科学協議会， 1991
年 9 月，pp.63-76 
118ISAD(G)は、General International Standard Archival Description の略で、
日本語では、記録史料記述の国際標準と訳される。  
アーカイブズ・インフォメーション研究会編訳 『記録史料記述の国際標準』 北
海道大学図書刊行会，2001 年  
119小川千代子「 ISAD(G)の実装：アジア歴史資料センターの階層検索システム」 









述』という、編成を主テーマとして書籍が刊行された。この構成は、「第 1 編 
アーカイブズの編成記述―理論と動向」、「第 2 編 アーカイブズの構造認識





第 2 項 個人文書の編成論における歴史と到達点 
 個人文書群を主題とした編成（分類）に関する論考は、古くは 1979 年『日






                                                                                                                                                     
120調査収集事業部編 『史料目録 第 95 集 近現代文書目録（その 1）』 国文
学研究資料館，2012 年  
121鈴江英一著『近現代史料の管理と史料認識』 北海道大学図書刊行会，2002
年  
122国文学研究資料館史料館編『アーカイブズの科学 下』 柏書房，2003 年  
123国文学研究資料館編『アーカイブズの構造と編成記述』 思文閣出版，2014
年  
124 三上昭美編『日本古文書講座 第 11 巻 近代編Ⅲ』 雄山閣出版，1979 年  
125桑原伸介著「国立国会図書館憲政資料室」三上昭美編『日本古文書講座 第 11
巻 近代編Ⅲ』 雄山閣出版，1979 年，pp.51-66 
126中村尚美著「大隈重信文書」三上昭美編『日本古文書講座 第 11 巻 近代編
Ⅲ』 雄山閣出版，1979 年，pp.66-74 































                                                   
128木野主計著 「井上毅文書」 三上昭美編 『日本古文書学講座 11 近代編Ⅲ』 
雄山閣，1979 年，pp.74-83 
129武田晴人著「経営史料としての個人文書―石川一朗文書の整理に即して―」 





























                                                   
130加藤聖文著「3 章 アーカイブズの編成と記述―近現代史料をめぐる課題」 国
文学研究資料館史料館編『アーカイブズの科学 下』 柏書房，2003 年，
pp.215-235 
131呉屋美奈子・富永一也著「公文書館における私文書の収集と整理：実践と課題」  



























リーズは、平良文書の構造を反映しているとは考えにくい 132。  
















前述の論文から 7 年後の 2014 年には加藤聖文による「近現代個人文書の特














                                                                                                                                                     
える。  
呉屋美奈子・富永一也著「公文書館における私文書の収集と整理：実践と課題」 
『沖縄県公文書館研究紀要』第 9 号 沖縄県公文書館，2007 年，pp. 85-103 
133加藤聖文著「近現代個人文書の特性と編成記述」 国文学研究資料館編『アー
カイブズの構造と編成記述』 思文閣出版，2014 年，pp.181-199 
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成事例―」 『レコード・マネジメント』66 号，記録管理学会，2014 年 3 月，
pp.42-56 
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カイブズの構造と編成記述』 思文閣出版，2014 年，pp.181-199 
136橋本陽著「個人文書の編成―環境アーカイブズ所蔵サリドマイド関連資料の編


























                                                   
137 PIM の研究成果は、職場における個人の記録の扱い方について述べていると
いう。初期の研究では、紙ベースの資料の記録所持のあり方、現在では、個人の
E メール管理のあり方などデジタル所法に特化している。  
橋本陽著「個人文書の編成―環境アーカイブズ所蔵サリドマイド関連資料の編成
事例―」 『レコード・マネジメント』66 号，記録管理学会，2014 年 3 月，pp.42-56
より  
138小池聖一著「解題」 森戸文書研究会編『広島大学所蔵森戸辰男関係文書目録
〈上巻〉』 広島大学文書館，2002 年，pp.1-29 
石田雅春著「解題」 『広島大学文書館紀要』 第 15 号 広島大学文書館，2013
年，pp.119-124 
斎藤拓海他著「解題」 『大牟田関係文書目録 資料編 1』 広島大学文書館，














は経歴や関連組織を参考に作成されていた。約 20 年の間を経て、2003 年加
藤聖文の「近現代個人文書の特性と編成記述」では、アーカイブズ学の「原秩
序尊重の原則」や「史料群の階層構造の把握」といった理論を踏まえて論が展




欧米のアーカイブズ学の理論が入ってきた 1980 年代後半以降、2000 年代に
入るまで、個人文書群にその適用を試みた実践研究は、ほぼ皆無に等しい。
































                                                   
139桑原伸介著「国立国会図書館憲政資料室」三上昭美編『日本古文書講座 第 11
巻 近代編Ⅲ』 雄山閣出版，1979 年，pp.51-66 
140 小池聖一著『近代日本文書学研究序説』 現代史料出版，2008 年  
141 佐々木隆著「近代私文書論序説―署名表現にみる政治的関係―」 『日本歴
史』628 号 日本歴史学会，2000 年，pp.39-57 
真辺将之著「『大隈重信文書』の近代私文書論的研究」 『早稲田大学史記要』
39 巻 早稲田大学大学史資料センター，2008 年，pp.53-75 
142平野正裕著「近代文書整理法序説―文書の「成立様式」と「集積文書」につい
て」 『横浜開港資料館紀要』 第 12 号 横浜開港資料普及協会，1994 年 3 月，
pp.45-64 
143平野正裕著「近代文書の整理と活用」 『地方史研究』 255 号 地方史研究
協議会，1995 年 6 月，pp.85-86 
144安藤正人著 「第三章 史料の整理と検索手段の作成」国文学研究資料館史料

























                                                   
145平野正裕著「近代文書整理法序説―文書の「成立様式」と「集積文書」につい
て」 『横浜開港資料館紀要』 第 12 号 横浜開港資料普及協会，1994 年
3 月，pp.45-64 
146鈴江英一著「古文書における近現代史料―近現代文書への接近の試み―」 『史





























                                                   
148柴田知彰著 「記録史料群の内的秩序の復元に関する一考察」  『研究紀要』 
第 7 号 秋田県公文書館，2001 年，pp.25-48 
149 大藤修著「第六章 近世文書の整理と目録編成の理論と技法」 大藤修・安
藤正人共著『史料保存と文書館学』 吉川弘文館，1986 年，pp.202-285 
150安藤正人著「第三章 資料の整理と検索手段の作成」国文学研究資料館史料館
編『史料の整理と管理』 岩波書店，1988 年  
151 高橋実著「5 章 地域史料調査論」国文学資料館編『アーカイブズの科学下』 
柏書房 pp.163-180 
152 岡部真二著「現地調査における史料整理の方法について―原秩序尊重・段階
的整理の実践報告―」 『記録と史料』3 号 全国歴史資料保存利用機関連絡協
議会，1992 年，pp.49-65 
153 本田雄二著「史料整理と目録編成について―原秩序尊重の目録編成と分類項









ことも課題の 1 つである。 
 
 
第 2 章 小野増平関係文書の編成 
本章では、小野増平関係文書の再編成を試みる。小野増平関係文書は、広島
大学文書館所蔵の個人文書で、私は広島大学在学中に 1 年間（2013 年 3 月～
2014 年 3 月）その整理に携わり、全文書群の目録を作成した。その後、別の
アルバイトによるデータのチェックを受け、2015 年 3 月に、『小野増平関係文
書目録』 155が刊行されている。しかし、その目録は、形態別に編成されてお
り、文書群の構造を反映したものになっていない（表 1 参照）。  










第 1 節 小野増平関係文書の概要と整理経過 
第 1 項 小野増平氏の略歴と業績（参考資料 18 参照）  
                                                   
155 『小野増平関係文書目録』 広島大学文書館，2015 年  
156 アーカイブズ・インフォメーション研究会編『記録史料記述の国際標準』 北




平成 15 年度～平成 18 年度） 学習院大学，2007 年，pp.222-236 
48 
 




経験を積んだ。仏文科で学んだフランス語能力をかわれ、1981 年から 1 年間、
フランスへ研修のため留学し、世界から集まった若手記者と交流し、フランス
の難民問題などを取材した。研修終了後、日本に戻り、呉支社に配属された。
1990 年から 1993 年にかけてニューヨーク支局に勤務し、1991 年「移民」の
連載や、核兵器・原子力発電などの取材に携わった。その後、編集局報道部に
戻り、編集委員などを務めた。1996 年呉支社編集部長、2000 年論説委員会副
主幹、2002 年東京支社長などを経て、2003 年から 2005 年にかけて編集局長
を務めた。2006 年に中国新聞社を退社後、広島経済大学（以下広経大と略す
る）メディアビジネス学科教授を務め、メディアに関する講義を担当した（注
21）。2011 年 9 月 18 日、肝不全のため 64 歳で亡くなった。  
小野は、記者として 2 度、「段原の 700 人」（1985 年）、「検証ヒロシマ」、「年
表ヒロシマ」（1995 年）において、日本新聞協会賞を受賞（注 22）している。
また、連載後刊行されたものを含め、6 冊の著書（うち 5 冊は共著）158を執筆
している。  




収集対象である平和学術文庫の 1 つとして、小野増平文書群の寄贈を受けた。  
文書群は、小野の死去後、妻の小野由紀子氏と中国新聞関係者の方によって
選別され、まとめられ、ブルーケース 8 箱、段ボール 9 箱、段ボール 1 箱の
                                                   
158中国新聞社編『ヒロシマ 40 年―段原の 700 人』 未来社，1986 年  
中国新聞「移民」取材班編『移民』，中国新聞社 1992 年  
中国新聞社編『年表ヒロシマ』，中国新聞社 1995 年  
中国新聞社編『検証ヒロシマ』，中国新聞社 1995 年  
中国新聞呉支社「呉と海上自衛隊」取材班『呉と海上自衛隊』 中国新聞社，1998
年  
小野増平『新聞記者っていいもんだ』 小野増平 2006 年  
49 
 






第 3 項 整理の経緯 
整理は、仮目録→本目録の順に段階を踏んで作成した。仮目録は、文書群の
受け入れ時の状態（現秩序）を尊重して、その秩序を崩さないように目録を作




















                                                   
159 恩田怜著「解題」『小野増平関係文書目録』 広島大学文書館，2015 年  
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1.5.ニューヨーク関係、1.6.戦後 50 年、1.7.その他に分かれる。  













取材予定記録と執筆記事が連載された日にちから考えて、平成 3 年の 5 月～






















































に分かれる。「フロッピー」は、202 点から成る。形態としては、2HD と 2DD
とがあり、ほとんどのフロッピーに件名が書かれていた。専用の読み取り機器
によって、読み込めなかった（注 23）ものについては、年代が特定できなか



























第 2 節 小野増平関係文書の編成 
第 1 項 小野増平関係文書の分類別の構造分析  
（1）書類の構造分析（表 2 参照）  
1.書類は、560 点から成り、1.1.仏資料、1.2.市政関係、1.3.移民資料、1.4.





1.1.仏資料は、まずフランス研修時（昭和 56～57 年）と帰国後（昭和 61～




た。それらを主題によって分けると、難民 4 点、核・原発 6 点、西ドイツ 3








シマ 2 点、新聞 5 点に分けることができた。  
1.2.市政関係も、同じくフランス研修中（昭和 56～57 年）と帰国後（昭和
60～63 年）に分けられる（表 2-2 参照）。研修中の資料は、フランスで執筆し
た記事のコピー、1.1.仏資料で見られたような「西ドイツ平和運動」と表題の
書かれた封筒資料、取材で使われたノート、家族からの書簡などがあった。執
筆記事があることから、取材、執筆 1 点、個人（書簡 2 点）という 3 つの活
動に分け、その上で、取材を参考資料 10 点、ノート 2 点に分けた。  
帰国後のものは、中国新聞記事のスクラップが 7 点あり、内容から特集 3
点、広島県 3 点に分けた。  














材」2 点、「執筆」41 点、「記事」1 点という 3 つの活動によりフォルダ群を分
けることにした。さらに執筆は、先ほども述べたように、「ペルー」15 点、「パ
ラグアイ」18 点、「アルゼンチン」8 点に記事別に分けることができる。  
核兵器・核汚染も同様の考えにより、「取材」21 点、「執筆」4 点に分かれ、
「取材」がさらに「Pantex 核工場」12 点、「米軍」2 点、「環境・健康被害」













項別に、「前任者執筆記事」6 点、「在米邦人」4 点、「原爆の像」5 点、「核兵









書簡などが混在している、昭和 57 年から平成 11 年までの文書群である。  
年代が幅広く、主題も多岐にわたったため、履歴を参考にし、仏研修：5 点、
編集局報道部：37 点、NY 支局：72 点、個人・家族：2 点、帰国後編集局：
87 点、呉支社：20 点、その他：3 点、不明：15 点に分けた。編成後の文書群
には、記事・主題ごとのまとまりが見られたため、1.4.核・マツダのように、
連載・主題別に編成を行った。編集局報道部：37 点中、30 点が「GERMAN 






















1.6.戦後 50 年は、8 点のみの少数の文書群である（表 2-6 参照）。内容は、
戦後 50 年の企画・出版に関するもの、とりわけ「年表ヒロシマ」160の作成計
画、関連資料、個別メモなどである。作成の工程により、「出版」3 点、「紙面
計画」1 点、「取材」2 点、「執筆」2 点に分けることができた。  
1.7.その他は、145 点から成り、今までの 6 つの書類群よりも年代や主題が







                                                   
160 中国新聞社編著『年表ヒロシマ 核時代 50 年の記録』 中国新聞社，1995
年  







6 点、私的活動：7 点、不明：17 点（年代のわからないもの）に分けられた。 
中国新聞社：110 点は、前述までの 6 つと異なり、主題としてのまとまりが
ないため、履歴を参考にした編成を行う。内部組織に加え役職を基準に、呉支
社編集部：1 点、東京支社編集部：1 点、編集局第一整理部：21 点、編集局報
道部：25 点、NY 支局長：5 点、編集局報道部次長：3 点、呉支社編集部長：
17 点、論説委員会：11 点、編集制作本部：4 点、東京支社長：7 点、編集局






























関連、人事異動、取材として利用したものがあり、紙面計画 3 点、事務 1 点、
取材 4 点に分けられる。メモは、取材に使用されたものがあり、年代が特定
されているものは、NY 支局勤務時に作成された PKO や原爆関連のものであ












手帳 6 点、電話帳 2 点、身分証明書 1 点、メモ 2 点をそこに位置づけること
ができる。1.書類などと併せて編成を行うと、これら文書群との関係性も見え
てくる可能性がある。  
（3）スクラップの構造分析（表 4 参照）  
 3.スクラップは、62 点から成り、新聞記者に特徴的な文書群であると同時








小野の経歴を参考に編成すると、呉支社（昭和 46～昭和 49）：13 点、東京支
社（昭和 49 年）：2 点、編集局報道部（昭和 61～昭和 63）：2 点、NY 支局（平
成 2～平成 5 年）：8 点、呉支社（平成 8～平成 12 年）：18 点、論説委員会（平
成 11～14 年）：3 点、東京支社長（平成 15 年）：2 点に分けることができる。
この編成から、スクラップは、呉支社勤務時に多く生成し蓄積されていること
が分かる。  
呉支社（昭和 46～昭和 49）：13 点は、主題と活動により、呉関連：6 点、
被爆：2 点、執筆：2 点、その他：3 点に分かれる。呉関連にはタイトルに vol.2
と称したものが数点あり、残らず捨てられたものもあったと想定される。  




呉支社（平成 8～平成 12 年）：18 点は、記事又は主題別に、海上自衛隊関











点、グリーディングカード：6 点、家族：2 点、封筒のみ：1 点）とに大別し
60 
 
た。仕事関連：46 点は、さらにその内容から、近況報告：7 点、礼状：20 点、



























点、NY 支局：7 点、ヒロシマ 50 年：110 点、呉と海上自衛隊：14 点、その
他呉関連：31 点、コラム：25 点、東京支社長：6 点、編集局長：10 点、個人・
61 
 





前まで使用されている。ビデオや DVD は平成 14 年頃から生成・蓄積が始ま
っている。DVD には、中国新聞社での執筆に関わるもの 5 点、広島経済大学
の授業に関するもの 5 点がある。  
最も点数が多いのはヒロシマ 50 年の大型連載に関するフロッピー群である。
ヒロシマ 50 年では、「検証ヒロシマ」という連載がなされ、小野も 3 回ほど
記事を担当した。それは後に書籍化され、また、「年表ヒロシマ」も出版され




アップ：9 点、出稿：10 点、納品：8 点、データベース：1 点に分けることが









呉と海上自衛隊：14 点、その他呉関連：31 点は、平成 8 年度から平成 11
年度までの呉支社勤務時のフロッピー群である。その他呉関連には、さまざま
                                                   
161 中国新聞社史編さん室『中国新聞百年史資料編・年表』 中国新聞社，1992
年，p.253 



















（6）写真の構造分析（表 7 参照）  
 6.写真、7.書籍、8.雑（物品等）のような文書類ではないものに対する構造






















ないものの 4 つがあり、写真、ネガ、写真とネガの 3 つのパターンでその中
に収まっている。少数ではあるが、14 点の写真には、タイトルが書かれてお
り、またその他に、アルファベットが記されているものもあった。残念ながら
何が写っているのか不明のものが、50 点あった。  
そこでまず被写体が想像できるもの（68 点）と不明のもの（63 点）に大別




ツ：2 点、ネパール：6 点、米国：32 点に分けられ、米国は、被写体別にマツ























（7）書籍の構造分析（表 8 参照）  










爆：10 点、移民：5 点、メディア関連：13 点、県史：2 点、官僚：3 点、米



















国新聞社を退職後の 2007 年 5 月から、広島在住のジャーナリストとして、廣



















第 2 項 小野増平関係文書の編成 
                                                   
164 廣文館作成「コラム・ブックレビュー」 『廣文館ウェブページ』  





















































ヒロシマ 50 年は①で述べたものと同様に扱い、呉と海上自衛隊：18 点、呉関









































第 3 節 小野増平関係文書の編成と編成論との関係（表 10 参照） 



























































別々に項目を立てた 171。  
役職や部局別に残された文書群の特徴は、以下のようなものであった。呉支
社編集部時代には、呉市に関する地元ニュースのスクラップが目立って見られ




































い至った理由の 1 つは、NY 時代に送られてきた書簡が大量に残されていたた
めである。これら書簡は、NY 時代に位置づけられて初めて意味をもつと考え
                                                   
172加藤聖文著「近現代個人文書の特性と編成記述」 国文学研究資料館編『アー
カイブズの構造と編成記述』 思文閣出版，2014 年，pp.181-199 
173加藤聖文著「近現代個人文書の特性と編成記述」 国文学研究資料館編『アー





























                                                   
174安藤正人著「第三章 資料の整理と検索手段の作成」国文学研究資料館史料館
編『史料の整理と管理』 岩波書店，1988 年，p.80 
175加藤聖文著「近現代個人文書の特性と編成記述」 国文学研究資料館編『アー































                                                   
177加藤聖文著「近現代個人文書の特性と編成記述」 国文学研究資料館編『アー
カイブズの構造と編成記述』 思文閣出版，2014 年，pp.181-199 
178安藤正人著「第三章 資料の整理と検索手段の作成」国文学研究資料館史料館
編『史料の整理と管理』 岩波書店，1988 年，p.56 
179安藤正人著「第三章 資料の整理と検索手段の作成」国文学研究資料館史料館










残さなくてはならない」という原則であった 180。第 1 章において、「原秩序」
の解釈がさまざまであることから、その解釈は文書群の状態と目録作成者の意
思にゆだねられている 181と述べた。小野増平関係文書群の「原秩序」を、現












原秩序を 2 重にもつ 182と考えられるが、行政文書のように体系的な管理がな
されていないため、管理状態を「原秩序」とみなす必要性は、行政文書よりも
低いと考える。  
                                                   
180安藤正人著「第三章 資料の整理と検索手段の作成」国文学研究資料館史料館





年，pp.424-441（初出は『記録と史料』5 号，1994 年）  
75 
 
 「原秩序」は、編成における 1 つの守るべき原則であり、それを参考にし
てシリーズ以下の構造を明らかにすることができるという 183。記事ごとに執
筆に参考にする文書がまとまっているものを、「原秩序」と設定したことによ














第 1 節 長岡半太郎資料の編成 




学から改称）大学院へ進学し、3 年後の 1890 年、同理科大学助教授となる。
6 年後には教授になった。教授職以外に、長岡はさまざまな研究会の会員を務
めていた。1892 年、震災予防調査委員会委員、1899 年、測地学委員会委員、
1906 年、帝国学士院会員（39 年、院長）、1917 年、理化学研究所研究員物理
学部長（21 年、主任研究員）、1920 年、日本学術研究会議会員（物理学部長）、
1933 年、日本学術振興会学術部長（39 年、理事長）、1935 年、度量衡制度調
                                                   
183柴田知彰著 「記録史料群の内的秩序の復元に関する一考察」  『研究紀要』 


















む）。これら業績が評価され、1937 年には第 1 回目の文化勲章を受章している
188。  
第 2 項 受贈経緯及び資料の現秩序 
長岡半太郎資料は、その来歴の違いから①旧資料と②新資料の 2 つにわか
れる。①旧資料は、国立科学博物館の特別展「原子模型の父、長岡半太郎」（1962
年 12 月～63 年 1 月）の際に収集されたものである。収集された資料は、後に、
『長岡半太郎伝』（1973 年） 189の執筆に活用され、同書刊行後、2000 年に長
岡家の好意により①旧資料が国立科学博物館に寄贈されたという。  





186 「長岡半太郎博士の業績」『心』4 巻 2 号 平凡社，1951 年，pp.49-50 
187「長岡半太郎論文目録」板倉聖宣・木村東作・八木江里著『長岡半太郎伝』 朝
日新聞社，1973 年，巻末資料 pp.32-58 
188 河村豊著「緊急時に科学は注目される  長岡半太郎」『材料技術』，2005 年，
pp.19-22 




















第 3 項 整理の経緯 




 有賀の指揮のもとで、整理作業を開始した。整理は 2014 年から 9 月から開
始され、現在（2015 年 1 月）まで続いている。基本的には有賀と私を含むバ
イト数名とで、整理作業を行っている。加えて同科学技術史グループの沓名貴
彦（注 31）研究員のアドバイスをもらうこともあった。  
 旧資料群のほうは、現行目録と資料との照合をするという狙いのもとで、目
                                                   
190有賀暢迪・沓名貴彦著「国立科学博物館所蔵・長岡半太郎資料の概要とその再
整理について」『科学史研究』53 巻 272 号 日本科学史学会，2015 年，pp.403-405 
191 岡本拓司他著「長岡半太郎の新資料について」『国立科学博物館研究報告 E 類














の目録においては、約 540 点中、182 点の目録を作成した。以下に、その概
要を述べる。  
第 4 項 資料群の概要  
 （1）旧資料群（表 11 参照）  









「研究論文集」（NPF）は 17 点である。そのうち 15 点は、博物館でまとめ
られたものである。長岡が執筆した論文を、主題別と雑誌別にまとめたもので
あり、別刷りとコピーが混ざっている。別刷りだけを見てみると、1887 年～
                                                   
192 有賀暢迪・沓名貴彦著「国立科学博物館所蔵・長岡半太郎資料の概要とその




1950 年までの計 340 点が存在する。  












と日本人から送られたもの（RPJ）とがある。RPF は 1841 年から 1958 年ま















「その他」は、13 点から成る。経費の書類や大学試験問題などがある。  
80 
 
 （2）新資料群（表 12 参照）  
新資料群は、約 540 点から成る。年代は 1908 年～1939 年である。新資料
群の現行の目録における分類は、岡本の報告では、旧資料群の分類に倣い、表


















「論文別刷」は、11 点から成る。長岡が著したものは 5 点あり、すべて英語




































                                                   
193 目録の代わりに、表題と数量のみの簡単なリストを作成した。  
194 木村東作著「長岡半太郎の残した日記、ノート類」『日本物理学会年回講演予
稿集』 19 巻 1 号，1964 年，p.104 
195 田辺一男・松川為訓共著「長岡半太郎ののこした大学ノート・別刷と教え子










容の関係性を分析している。時代区分ごとの点数は、大学 1 年：31 点、大学
2 年：34 点、大学 3 年：46 点、大学 4 年：62 点、大学院：24 点と分かれ、
大学 1 年から 4 年までのノートは、履修科目と対応させ分類されている。ま
た、各学年共通に見られることは、受講ノート、自習ノート、演習ノート（雑




最初に年代別に第 1 編成を施したところ表 13 のようになった。年代は 10
ごとに区切ったところ、1880-1889 年は 314 点、1890-1899 年は 51 点、
1900-1909 年は 7 点、1910-1919 年は 13 点、1920-1929 年は 50 点、1930-1939









                                                   
196木村東作著「長岡半太郎の残した日記、ノート類」『日本物理学会年回講演予
稿集』 19 巻 1 号，1964 年，p.104 
197田辺一男・松川為訓共著「長岡半太郎ののこした大学ノート・別刷と教え子た















物理は合計 295 点含まれ、数学は 145 点とほぼ半数であった。数学は、「関
















                                                   






年まで、理化学研究所時代は、1917 年から 1946 年まで、地震学研究所時代
は、1926 年から 1950 年までである。このように役職が重なっているため、
年代や主題のはっきりしないノートを各経歴に位置づけることは困難である。
例えば、長岡資料群には、雑記帳、雑録、Miscellaneons Note とタイトルの





















                                                   
199岡本拓司他著「長岡半太郎の新資料について」『国立科学博物館研究報告 E 類










201。次は 10 年以上後の 1929 年から 1936 年にかけてメモ、原稿、雑記録が
あり、1937 年に「Seismology」（地震学）の研究ノートが 2 冊ある。  
次に主題別に分類をし、構造把握を試みたところ、表 17 のようになった。
主題の分類は、長岡の著書を主題別に分類した論文 202を参考に、分類した。
主題は、光学（Zeeman Effect）10 点で最も多く、一般物理学 1 点、物質構
造論（量子力学）3 点、地球物理学 3 点、その他 5 点である。  
作成目的別に分けると主題のものは研究ノートでもあると考えられ、その数
は 17 点であり、（不明の実験データを含む）、一般物理学のものは、授業ノー











                                                   
200 板倉聖宣著『長岡半太郎』 朝日新聞社、1976 年  
201岡本拓司他著「長岡半太郎の新資料について」『国立科学博物館研究報告 E 類
（理工学）』第 29 巻，国立科学博物館，2006 年，pp.7-13 
202 牛込研一・今泉憲一著「長岡半太郎と世界物理学との関係―外国論文別刷の




（3） 旧資料と新資料を合わせたノート群の構造  
 旧資料と新資料を合わせた構造は、年代別にみると、新資料は、1900-1909
年：7 点、1910-1919 年：4 点、1929 年 3 点、1931-1939 年：5 点であり、旧
資料の点数が少ない年代を補完するノート群であるといえる（1900-1909 年は
7 点、1910-1919 年は 13 点）。しかし、「Zeeman Effect」ノートは、旧資料













第 2 節 馬場重徳文書の編成 
第 1 項 馬場重徳文書の整理経緯と概要 

















（1975 年）を務めあげた。図書館短期大学では、1974 年からの 2 年間、同図
書館長を務めた。翌年（1977 年）の 4 月に停年により退職した。1993（平成












の報告書にまとめられている 205。  
（2）来歴及び文書群の現秩序 
 馬場重徳文書群は、その来歴により 2 つの文書群から構成されていた。①
筑波大学附属図書館情報学図書館（以下図情図書館とする。）に保存されてい
るもの、②佐藤隆司（注 38）宅に保管されていたもの、である。  
最初に①の文書群の来歴及び文書群の現秩序について述べる。1993 年、馬






















を補完するものとして、2001 年に冊子化されている 209。 
図情図書館との交渉の末、目録を作成した文書群の一部（特に図書館短期大





                                                   







1999 年（平成 8 年度～平成 10 年度科学研究費補助金（基盤研究（C）（2））研究
成果報告書）  
209 佐藤隆司著「馬場重徳文書のリスト」，2001 年の「序にかえて」より  
926 件（2034 点）のリストである。  











る研究の一環として、佐藤宅に訪問し聞き取りを行い、2014 年 9 月に保管し
てあった文書群を筑波大学春日キャンパスの一室へ移した。文書群は、段ボー
ル箱で約 41 箱分であった。箱は、3 種類あり、それぞれ書き込みが見られた















                                                   
212佐藤はカードを最も重要な資料だと考え大学を通さず、自宅に運んだという。
獨協医科大学の川村敬一への聞き取りによる。  
213 2014 年 7 月の佐藤への聞き取りによる  
214 2014 年～2015 年度科学研究費助成事業 基盤研究（B）水嶋英治代表者「21
世紀図書館情報専門職養成研究基盤アーカイブ構築：図書館情報専門職の再検討」 
（『科学研究費助成事業データベース』
https://kaken.nii.ac.jp/d/p/26280117.ja.html より（最終閲覧：2016 年 1 月 5 日））  
215  
216安藤正人著「第三章 史料の整理と検索手段の作成」 国文学研究資料館史料
館編『史料の整理と管理』 岩波書店，1988 年，pp.51-98 
217安藤正人著「第三章 資料の整理と検索手段の作成」国文学研究資料館史料館


























 内容目録の記入要領は参考資料 21 に掲載した。  




                                                   
218安藤正人著「第三章 資料の整理と検索手段の作成」国文学研究資料館史料館





 筑波大学附属図書館ウェブサイト「Tulips」219の OPAC で検索可能である。
点数は、233 点である。形態は、論文の草稿が多く、他にも建議書、書簡、日
誌、議事録、会議資料、研究に利用した図書・雑誌などがあった。年代は、
1915 年から 1992 年である。年代が特定されている 191 点の年代内訳は、1944
年以前（行政官以前）：3 点、1944～1952 年まで（欧州留学まで）：47 点、1953












 点数は、1,804 点である。年代は、1892 年から 1992 年まである。年代が特
定されている 1,260 点の内訳は、1944 年以前（行政官以前）：67 点、1944～
1952 年まで（欧州留学まで）：231 点、1953～1964 年まで（帰国後）：666 点、






                                                   
219 『筑波大学附属図書館 Tulips』https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/lib/（最終








 件数は、約 550 件（注 45）であった。年代は、1927 年から 2001 年まであ




























のだと考えられる。参照文献を見比べると、「英多国語辞典」は 23 冊中 2 冊
が、「Library glossaries」で使用されたものであった。これらから、用語辞典
は、1950～60 年代に作成され、最新の用語を絶えず更新していたことが分か
























                                                   
220 2014 年 7 月 18 日佐藤隆司氏へのインタビューより  
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 カードに書かれている情報は、大きく分けて「本」と「ことば」である。  
 本：41 件のカードの構造を表 19 に示した。第 1 編成においては、その特徴
から、資料の種類、主題という 2 つの基準が考えられる。書かれているもの




馬場の 1980 年までの講演なども含んだ著作リストである。  
第 2 次編成において、主題・事項を基準にして編成を試みた。書誌や雑誌
においては、特定の分野に偏っておらず、分けることができなかった。辞書・
事典：8 件は、言語学：5 件、多分野：3 件、学生課題：1 件に分け、図書：
26 件は、ドキュメンテーション学：3 件、言語学：20 件、イタリア：1 件、
学生課題：2 件に分けた。学生課題は、司書講習講師あるいは、授業において
学生が作成したカードである。  
第 3 編成は、国・言語を基準に編成される。辞書・事典：8 件―言語学 4 件
は、多国：3 件、イタリア：1 件に分かれる。特定の国の言語の辞典を採録し
たものは、唯一イタリアのみ存在した。図書 26 点―言語学：20 件は、多言語：
17 件、文字（非ローマ字）：3 件に分かれる。文字：3 件の中には非ローマ字
表記のアフリカの諸言語に関する文献が採録されている。第 4 編成において、
                                                   









第 5 次編成は、カードの性質によって既成（一般的な 8×13cm）、手製（広
告の裏紙など使用）、欧研カードの 3 つに分かれる。手製のカードは、29 件、
欧研は 1 件のみである。「本」のカード 41 件中には、手製のものは、21 件で
半数以上であった。「ことば」のカード 92 点には、手製が 8 件しかなく、こ
れらから、「本」のカードの方が、より古いものである可能性が高い。  





第 2 編成では、言語学：24 点を、さらに事項（国）を基準に、多国：20 点、
文字：3 点、イタリア：1 点に分けた。ここまで内容を基準に編成し、この後、
上述した資料種による編成を行った。  
第 3 編成では、資料種を基準とし、言語学―多国 20 点を、辞書・辞典・事
典：3 点、図書：17 点に分け、多分野：13 点を、書誌：3 点、辞書・辞典・
事典：4 点、図書：3 点、雑誌：3 点に分けた。第 4 編成は、所蔵を基準にし
て、言語学―図書：17 点を、大学所蔵：10 点、その他：7 点に分け、多分野
―辞書・辞典・事典：4 点を、学生課題：1 点、その他：3 点に分け、―図書：
3 点を、イタリア：1 点、学生課題：2 点に分けた。第 5 編成は、上記と同じ
く既成、手製、欧研の区別をした。  
ことば：92 点のカードには、さまざまな言語、主に外国語で 1 つの単語が
書かれ、それに索引が付されていたり、多言語に訳されていたり、用例が付さ




とし、英語：40 点、ドイツ語：7 点、フランス語：5 点、ロシア：5 点、アル
バニア語：4 点、ポーランド：4 点、日本語：4 点、スウェーデン語：1 点、
イタリア語：1 点、スペイン語：1 点、オランダ語：1 点、ラテン・ギリシャ：
1 点、チェコ：1 点、その他文字：8 点、複数言語：4 点、記載なし：4 点とい
う項目に分けた。  







英語：：40 点は、第 2 編成において、用語編纂：29 点、用語抽出：12 点
に分かれ、第 3 編成において、用語抽出：12 件は、図書：10 件、雑誌：2 件
に分かれ、第 4 編成において、用語編纂：29 件は、辞典：24 件、機械化：5
件に、用語抽出―図書：10 件は、機械化：2 件、索引化：2 件、図書館学・書
誌学：4 点、その他：2 点に分かれる。英多国語辞典と書かれたもののうち、





ドイツ語：7 点は、第 2 編成において、用語辞典：4 点、用語抽出：3 点に
分かれており、第 3 編成において、用語辞典は、対訳：1 点、多言語訳：3 点
に分かれ、用語抽出は、言語名：2 点、書目：1 点に分かれる。  
フランス語：5 点は、用語辞典：2 点、用語抽出：3 点に分かれる。用語抽
出のものは、言語学分野の単著からそこで使用されている用語を抽出し、和訳
したものである。  
 ロシア語：5 点は、すべて用語辞典の機能をもち、対訳：1 点、多国語訳：






 日本語は、すべて用語抽出の機能をもち、著作：2 件、雑誌：1 件、学生課
題：1 件に分かれる。  




 複数言語：4 件は、第 2 編成において、用語辞典：2 件、用語抽出：2 件に
分かれ、第 4 編成において、用語編纂が、対訳：1 件、多国語訳：1 件に分か
れる。辞典の見出し語は、ルーマニア、デンマーク、ノルウェーなど、第 1
編成の項目に入っていない言語も含まれている。第 4 編成は、カードの性質
により、既成と手製に 2 分した。  
（4）カード群編成の結果と履歴との関連  
 カード群の編成結果を表 20 に示した。カード群は、「本」と「ことば」の








































                                                   






1992 年 2 月 4 日，佐藤隆司研究代表『戦後日本の学術図書館政策及び図書館学









































第 3 節 長岡半太郎資料と馬場重徳文書の編成と編成論との関係 
第 1 項 階層構造レベルとの関係  

























































1992 年 2 月 4 日，佐藤隆司研究代表『戦後日本の学術図書館政策及び図書館学








資料において、「地球物理学」の資料は、1886 年から 1950 年までの蓄積が見
られ、生涯にわたって取り組んだ研究テーマであることが分かった。実際、長
岡の地球物理学に関する論文は、欧文論文総数 326 編の約 28%にも達してお




第 2 項 出所の原則の再考 
 出所原則とは、「資料を、それを作成ないし授受してきた機関・団体・家・
個人ごとの文書群としてとらえ、ひとつの出所をもつ文書群は整理にあたって
他の出所をもつ文書群と混同されてはならない」という原則であった 232。  












                                                   
231 木村東作著「長岡の地球物理学に関する研究の傾向」『物理学史研究』3 巻 2
号 物理学史研究刊行会，1966 年，pp.35-40 
232安藤正人著「第三章 資料の整理と検索手段の作成」国文学研究資料館史料館
編『史料の整理と管理』 岩波書店，1988 年，p.56 
233 小池聖一著「解題」 森戸文書研究会編『広島大学所蔵森戸辰男関係文書目
録〈上巻〉』 広島大学文書館，2002 年，pp.1-29 
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る整理痕跡を発見し、それを尊重して「原秩序」とした処置と同様である 235。  
 もう 1 つの秩序である、カード箱とカード箱の関係性における「原秩序」
の 1 つの基準となるのは、箱書きによる名称である。例えば英多国語辞典と
称する箱には、3 箱に分けて、頭文字 A-Z の用語カードが含まれていた。それ
                                                   
234安藤正人著「第三章 資料の整理と検索手段の作成」国文学研究資料館史料館
編『史料の整理と管理』 岩波書店，1988 年，p.56 
235小池聖一著「解題」 森戸文書研究会編『広島大学所蔵森戸辰男関係文書目録












































総機関数に対する個人文書所蔵機関の割合は、文書館が 40%（47 館中 19 館）


















































                                                   
236加藤聖文著「近現代個人文書の特性と編成記述」 国文学研究資料館編『アー
































歴と対応している。しかし、地震学関連のノートは、1886 年から 1950 年ま
108 
 




































































の目録においては、第 1 章第 3 節で見たように、解題と履歴表が付されてい






第 1 章第 2 節の調査結果からは、目録が作成されていないと想定される文書











                                                   
238 安藤正人著「記録史料目録論」 『歴史評論』497 号 歴史科学協議会，1991
年，pp.63-76 
239 調査収集事業部編『史料目録 第 95 集 近現代文書目録（その 1）』 人間
文化研究機構国文学研究資料館，2012 年  
240 長沢洋著「古文書整理業務の 20 年」『広島県立文書館紀要』10 号 広島県立
文書館，2009 年，pp.29-45 
241 本田雄二著「史料整理と目録編成について―原秩序尊重の目録編成と分類項
目付与の有機的連関―」 『新潟県立文書館研究紀要』2 号 新潟県立文書館研
究紀要，1995 年，pp.54-77 
242呉屋美奈子・富永一也著「公文書館における私文書の収集と整理：実践と課題」  


















崩さないという方法も考えられるのである 244。  
 第 1 章第 2 節では、個人文書群が、文書館だけでなく、図書館、博物館、
教育委員会などに所蔵されていることが明らかになった。しかし、図書館では、
NDC による分類が行われ、博物館においては、第 1 編成の約 50%が形態によ







                                                   
243大友一雄著「1 章 アーカイブズを理解する」 国文学研究資料館史料館編 
『アーカイブズの科学 下』 柏書房，2003 年，pp.2-16 
244竹林忠男著「行政文書の整理と編成―史料整理基本原則の適用とその問題点―」 
『日本のアーカイブズ論』 全国歴史資料保存利用機関連絡協議会，2003 年，









                                                   
245君塚仁彦著「5 章 アーカイブズと博物館・博物館学」国文学研究資料館史料






注 1）General International Standard Archival Description の略：国際標準記
録史料記述一般原則と訳される。国際文書館評議会（ ICA: International 
Council on Archives）の支援のもと組織された、記述標準特別委員会（Ad 












注 4）Commonwealth Record Series(CRS) System : CRS システムと略される。














（加藤聖文著「3 章 アーカイブズの編成と記述―近現代史料をめぐる課題」 









課題」 『沖縄県公文書館研究紀要』第 9 号 沖縄県公文書館，2007 年，









編『企業アーカイブズの理論と実践』 丸善出版，2013 年，p.6 から引用）  
注 9）ただし、本来は図書館的機能を果たすことが文書館の役割であると述べて
いる。しかし、最近は博物館的機能が文学館に求められているという。  




（小池聖一著『近代日本文書学研究序説』  現代史料出版， 2008 年，
pp.249-271）  
注 11）1900 年生まれ 1995 年に亡くなっている。大久保利通の孫で、内務省官僚
であった利武を父にもつ。日本近代の学制史、シーボルト研究に代表され
る洋学史、明治 14 年の政変に関する研究で多くの業績を残した。1938 年
～1943 年貴族院五十年史編纂事務嘱託、1949 年国立国会図書館嘱託、そ
の後非常勤調査員・客員調査員として 1990 年まで勤務した。  
（藤本守著「この人を知る 大久保利謙」『国立国会図書館月報』606 号 国
立国会図書館，2011 年，pp.17-19 より）  






注 13）日本で最初の文書館である山口県文書館は、1959 年に設立された。  










『科学研究費補助金データベース KAKEN』）  
https://kaken.nii.ac.jp/d/p/11410096/2001/6/ja.en.html より（最終閲覧：
2015 年 12 月 18 日）  
注 18）個人文書群の所在を調べたものの中に、伊藤隆・季武嘉也編『近現代日本








注 19）情報項目は、ISAD(G)：記録史料記述の一般原則第 2 版に準拠して、設定
されている。  
（大友一雄編『アーカイブズ情報の集約と公開に関する研究』  人間文化
研究機構国文学研究資料館，2006 年，（平成 15 年度～17 年度 科学研究
費補助金（基盤研究（B））研究成果報告書），p.579 より）  
注 20）大藤修・安藤正人著『史料保存と文書館学』 吉川弘文館，1986 年  








2 号 広島経済大学経済学会，2008 年，pp.69-79 
以下のサイトからダウンロードして pdf 版を読むことができる。  
広島県大学図書館協議会運営『広島県大学共同リポジトリ HARP』  
http://harp.lib.hiroshima-u.ac.jp/hue/metadata/1508（最終閲覧： 2016 
年 1 月 2 日）  






注 24）中国新聞連載「移民」は、1991（平成 3）年 5 月 27 日から 1992 年 4 月






注 25）ニューヨーク市立大学リーマン校の分校であり、現在は閉校している。  







注 27）ワープロ入力実験システムは昭和 61 年 12 月に運用が開始された。平成 2
年までにはブロック支社、本社報道部にデスクワープロが設置された。平
成 4 年までには記事の 80%という入力目標をほぼ達成したという。  
（中国新聞社史編さん室『中国新聞百年史資料編・年表』 中国新聞社，
1992 年より）  

















告 E 類（理工学）』第 29 巻，国立科学博物館，2006 年，pp.7-13）  
注 30）力学を中心とする物理学や数理科学の科学史を専門的に研究されている。 
注 31）博物館における保存科学を専門的に研究されている。  
注 32）国立科学博物館のデータベースで公開する際に、画像データも目録と併せ
て掲載される。  
注 33）研究ノートと備忘録をまとめ、草稿とメモを別々にした。  
注 34）実験資料は旧資料も新資料もまとまりを 1 点として数えているため、1 つ
1 つのガラス乾板や印画紙を数えた総点数は、どちらが多いか不明である。 
注 35）2005 年 11 月 12 日（土）～12 月 18 日（日）に「仁科芳雄と原子物理学
のあけぼの」が国立科学博物館で開催されていた。  
「仁科芳雄と原子物理学のあけぼの」『国立科学博物館ウェブページ』
















注 40）100 箱の段ボール中、科研を始める前に 20 箱、科研の初年度（1996）に
50 箱整理したという。  
（「戦後日本の学術図書館政策及び図書館学の展開過程 --馬場重徳文書の組
織化と分析 研究課題番号：08680423  1996 年度 研究実績報告書」 
『科学研究費助成事業データベース』
https://kaken.nii.ac.jp/d/p/08680423/1996/3/ja.ja.html（最終閲覧 2015








注 43）箱は、木箱、ヤマト運輸、日通（今回の資料の移動で使われた）の 3 種類
あった。日通の箱以外には書き込みが見られた。段ボール 41 箱分の文書
群が、66 箱の中性紙箱に移された。段ボール 1 箱分が、中性紙 1 箱に収ま
らない場合は、中性紙箱を 2 箱用い、「1-1」、「1-2」と枝番号で対応した。 
注 44）①のなかには 5 点しか存在しない。  
注 45）概要目録では、まとまり（袋、括り、まったく同一のもの（雑誌など））
を 1 つとして数えているため、点数ではなく件数とした。また、カードは





表 1．『小野増平関係文書目録』の分類  
 
大分類  小分類  点数  
1.書類  1.1.仏資料  28 点  
1.2.市政関係  22 点  
1.3.移民資料  68 点  
1.4.核・マツダ関係  44 点  
1.5.ニューヨーク関係  245 点  
1.6.戦後 50 年  8 点  





7 点  
2.2.メモ  5 点  
2.3.その他（手帳、名刺、名簿等）  78 点  
3.スクラップ   62 点  
4.書簡  4.1.書簡（含む葉書）  
 
46 点  
4.2.年賀状  9 点  
4.3.グリーディングカード  6 点  
5.電磁文書等  5.1.フロッピー  
 
202 点  
5.2.カセット  17 点  
5.3.ビデオテープ・DVD 42 点  
6.写真   131 点  
7.書籍  7.1.刊本  79 点  
7.2.雑誌  27 点  
8.雑（物品等）   27 点  
合計   1,298 点  
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表 2．書類の構造分析表  







仏資料  仏 研 修
時  
難民  4 




その他  3 




新聞  5 
 






形態  点数  
市 政 関
係  
仏研修  取材  参 考 資
料  
10 




書簡   2 







表 2－3．1.3.移民関係の構造分析（68 点）  
 




移民資料  移民  取材   2 
執筆  ペルー  14 








取材  Pantex 工
場  
12 




写真ネガ  1 
執筆   4 
 
 
表 2－4．1.4.核・マツダ関係の構造分析（44 点）  
 
資料群名  主題  点数  
核・マツダ関
係  
前 任 者 執 筆
記事  
6 
在米被爆者  4 
122 
 
原爆の像  5 




その他  4 
 
 












仏研修    5 
編 集 局
報道部  




NY 支局  事務   12 
移民   3 
原爆   17 
核実験   3 
PKO  3 
N Ｙ 大 学 広
島校  
 3 
書簡   25 
その他米国
関連  
写真  4 





  2 
帰 国 後
編集局  
その他   2 
事務   1 
ヒロシマ 50
年  
写真  14 
その他  2 
書簡   53 




呉支社  事務   6 
 呉関連写真   5 
 書簡   9 
その他    3 
不明    15 
 
 




活動  点数  
ヒ ロ シ
マ 50 年  
計画  1 
取材  2 
執筆  2 






























仏研修  取材   4 
事務  書簡  7 
その他  10 
編 集 局
報道部  
事務  書簡   13 
その他   5 
仏研修    3 
在 韓 被
爆者  
  3 
取 材 一
般  
  1 
NY 支局
長  
事務    3 
在 米 被
爆者  




   3 





その他    5 
論 説 委
員会  
   13 
編 集 制
作本部  
   4 
東 京 支
社長  
   7 
編 集 局
長  
事務    7 
その他    6 





    5 
個人      7 
不明      17 
 
 















表 4．3．スクラップの構造分析（62 点）  
 
資料群  組織  主題・活
動  





呉関連   6 
その他   3 
被爆   2 
内 部 事
務  
  1 
取材  ノート   4 
メモ   2 
手帳類  NY 手帳   6 




その他  手帳   15 
名刺  関係者  フ ァ イ
ル  
その他  10 
呉支社  2 
ケース   8 
なし   5 
小野    12 
名簿  中 国 新
聞社  
  8 
その他    7 
その他     2 
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出稿   2 
東 京 支
社  
























その他  8 
呉関連   5 
多分野   8 
その他   4 
論 説 委
員会  
  3 
東 京 支
社  
  2 
不明    2 
 
 
表 5．4．書簡の構造分析（61 点）  
 
資料群名  内容形態  事項  点数  
128 
 
書簡  書簡・葉書  近況報告  7 
礼状  20 
挨拶状  8 
その他  11 




封筒のみ   1 
 
 








活動  事項  点数  
電 磁 文
書  
仏研修     11 
NY 支局  原稿    5 
事務    2 
ヒ ロ シ
マ 50 年  
年 表 ヒ
ロシマ  
編集  ヒ ロ シ
マ  
56 







出稿   10 
納品   8 
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編集    5 
デ ー タ
ベース  
  1 
バ ッ ク
アップ  
  5 





  4 
取材    4 
事務    3 




コラム  一 寸 法
師  
  2 
天風録    7 
局報    9 
論説    5 





  3 





事務    6 
その他    4 
個人・家
族  
旅行    8 
その他    9 
広経大  授業    3 
ラジオ    5 
その他    1 
その他  岩国    2 
その他    3 
不明     13 
 
 








形態  物 理 形
態  
点数  






  5 
なし    1 
米国  マツダ  袋  写真  1 
 写 真 と
ネガ  
5 
なし   1 






なし  袋  2 




  7 
米軍    2 
その他    10 
国内  諸外国     4 
旅行     1 
卒 業 ア
ルバム  
   2 
小 野 増
平  





  2 
冊子    2 
袋    6 
なし    1 
その他  写真    4 
ネガ    2 
ス ラ イ
ド  
  1 
不明  ア ル フ
ァ ベ ッ
ト  
写真    2 
写 真 と
ネガ  
  1 
132 
 
ネガ    9 




ネガ   1 












ネガ   3 
 
 


















跡なし  著書   1 




移民  使用跡     










使用跡  付箋   9 




県史  付箋    2 
官僚  付箋    3 
米 軍 基
地  
使用  付箋   4 
跡なし   1 




跡なし    3 
海 上 自
衛隊  




核兵器     3 
ジャズ     6 
ドイツ     9 
広 島 文
学  
   3 
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跡なし  送付   4 
収集   13 
書評    8 
ス ケ ジ
ュール  
  1 
 
 








事務  経理  1 
辞令  2 




取材  写真  1 
メモ  1 
携帯品  6 
書類  2 
私 的 収
集  


































呉支社編集部  事務    1 
取材  呉関連   7 
被爆   2 
執筆  被爆   2 
その他   3 
東京支社編集部  取材    4 
執筆    2 
編集局第一整理
部  
仏研修  事務   23 
取材  フ ラ ン
ス情勢  
5 
ラジオ  9 







その他  6 
そ の 他
活動  
  2 
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編集局報道部  事務  仏関連   40 
その他   37 
取材  ヒロシマ   10 
その他   8 
出版   2 
NY 支局長  事務    96 
移民  取材   8 

























その他  24 
執筆  核 兵
器・汚染  
4 
その他  5 
編集局報道部次 事務  NY 関連   3 
137 
 
長  その他   59 
年 表 ヒ
ロシマ  
執筆   109 
出版   4 
検 証 ヒ
ロシマ  
計画   2 
取材   17 
執筆   6 
出版   2 
呉支社編集部長  事務    19 
海 上 自
衛隊  
取材   23 
執筆   15 
出版   2 
そ の 他
記事  
計画   9 
取材  呉関連  23 
多分野  8 
その他  18 
執筆   19 
記事   5 
論説委員会  事務    2 
コラム  取材   17 






局報  13 
論説  5 
その他  4 
記事   9 
東京支社長  事務    19 
計画    4 
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取材    7 
執筆    3 
編集局長  事務    59 
取材    10 
執筆    4 
出版    2 





事務    7 
研究    2 
授業    3 
書評    8 
学 内 ラ
ジオ  
  2 
市 民 講
座  
  15 
その他    6 
私 的 収
集  
写真      
書簡      
電磁文書      
書籍      




表 11．長岡半太郎旧資料の現状の分類  
種類  記号  記号の意味  点数  
実験資料  EX  12 点  
研究論文集  NPF  17 点  
139 
 
ノート  P 東大予備門、物
理学科学生時代  
20 点  
Ⅰ    大学 1 年  46 点  
Ⅱ  大学 2 年  37 点  
Ⅲ  大学 3 年  42 点  
Ⅳ  大学 4 年  35 点  
K  北尾次郎  42 点  
Gr 大学院  90 点  
Gm  留学  43 点  
U 大学教授  41 点  
In 理研  72 点  
日記類・手帳  DM  ノート  40 点  
PN 手帳  25 点  
原稿類  MSA 論文  93 点  
MSB 講演  37 点  
書簡  LF     外国人→  153 点  
LNb 外国人スクラッ
プ  
28 点  
LJ  日本人→  130 点  
LN 長岡→  5 点  
LNM →三島忠雄  18 点  
LMN2 →三村剛昂  16 点  
論文別刷  RPF  外国人  3,422 点  
RPJ 邦人  1,472 点  
勲章・書状・記念状  DC  19 点  
記書・辞令  Wo  189 点  
身廻り品  WPG  29 点  
写真  Ph  35 点  
書籍  Jb     和書  80 点  
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Cb 漢籍  122 点  
Eb 英字  26 点  
Gb 独字  8 点  
Fb 仏字  34 点  
その他  YZ  雑  8 点  
X 他人のノート  5 点  
合計    6,496 点  
 
 
表 12．長岡半太郎新資料の分類（目録をとったもの）  
種類  点数  
実験資料  39 点  
ノート  23 点  
メモ  11 点  
原稿  9 点  
書簡  12 点  
論文別刷  11 点  
封筒  33 点  
写真  7 点  
書籍・雑誌  14 点  
その他  18 点  
長岡家関係  42 点  


















数学  三角法  4 1900-1909 授業   2 
幾何学  18 地 球 物
理  
 2 
円錐曲線  2 その他   3 
純正数学  31 1910-1919 授業   6 
数学演習  13 研究室   2 
関数理論  29 その他   5 
微積  9 1920-1929 物理  授業  2 
確率  2 実験  3 
曲面  2 イオン  6 
その他  13 電波  2 
物理  一般物理  2 地震学  10 
毛細管現象  6 随筆   4 
熱力学  10 日記   4 
光学  16 雑記帳   12 
力学  54 その他   7 
流体力学  7 1930-1939 物理  分光学  4 
電磁気  21 地 球 物
理学  
4 
地震学  2 電波  9 
弾性  18 雑記帳   17 
ニュートン
力学  
6 その他   6 
動物学  2 1940-1950 物理  電波  2 
その他  7 イオン  4 
地質学   2 地 球 物
理  
16 
化学   6 雑記帳   6 
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数学   15 
物理  熱学  2 
力学  11 
光学  2 
磁気  10 
その他  7 
実験記録  2 
雑記帳   2 
 
表 14．旧資料のノート群の編成（主題別）  
主題  主題・内容  年代  点数  
数学  関数  1887-1895 40 
純正数学  1883-84 31 
幾何学  1882 25 
数学演習  1884 13 
微積  1885-1889 9 
三角法  1881-83 4 
円錐曲線  1882 2 
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確率  1885 2 
曲面  1887-89 2 
その他  @ 17 
物理  力学  1882-1895 65 
地球物理学  1886-1950 35 
磁気  1885-1899 33 
光学  1885-1940 24 
弾性  1886-1889 18 
実験  1887-1930 18 
電波  1920-1950 13 
熱力学  1887-1895 12 
授業  1900-1930 11 
イオン  1920-1950 10 
相対性理論  @ 9 
流体力学  1886 7 
毛細管現象  1887 6 
ニ ュ ー ト ン 力
学  
1882 6 
一般物理学  1882 2 
そ の 他 学 習 ノ
ート  
@ 26 
そ の 他 科
学  
星学  1881-1886 7 
化学  1882 6 
動物学  1881 2 
地質学  1882 2 
天文学  1939-46 2 
雑  雑録  1886-1950 53 
随筆  1920-1940 5 
日記  1920-1940 5 
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研究室  1910-1930 4 
会議録  1920-1940 2 
目録  1887-89 2 
 
表 15．旧資料のノート群の編成（経歴別）  
経歴  時期  点
数  
東大予備門  8 
東大大学生  1 年  62 
 2 年  39 
 3 年  59 
 4 年  62 
大学院   95 
助教授  留学前  8 
 留学  44 
帝大教授  37 
理研研究員  46 
地震学研究所嘱託  46 
 
 
表 16．新資料のノートの分析（年代別）  
年代（書
き始め） 
表題  文字  点数  






1909 Zeeman Effect 数値 3 3 
1910 なし  数値  1 
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1911 Zeeman Effect  数値  1 
1915 なし  写真  1 





英語  3 
1932 原稿  英語  1 
1936 Miscellanies 英語  1 
1937 Seismology 
Bohr 
英語  3 
年 代 不
明  
@ @ 6 
 
表 17．新資料のノートの分析（主題別）  









General Physics 英語 1 1908-1909 
物 質 構
造論  
量子力学の講演  英語 2 1929 
原子モデルの講演  英語 1 1937 
地 球 物
理学  
Seismology （ 地 震
学）  
地 震 研 究
所談話会 2 
1937 
Electric Waves 演習授業 1 @ 
その他  雑記帳、メモ、理研  英語 5 1917-1932 





表 18．新資料のノートの分析（経歴別）  




Zeeman Effect 1908-1915 10 





理研 議案決議  1917 1 
量子力学の講演  1929 2 




Seismology 1937 2 
 
 
表 19．カード群の編成案（本）  
機能  資料種  主題  国・言語  所蔵  カ ー ド
性質  
点数  
本  書誌     既成  1 
   手製  2 
辞書・辞
典・事典  
多分野    手製  2 
  既成  1 
言語学  多国   手製  3 
イ タ リ
ア  
 手製  1 
学生課題    既成  1 
図書  言語学  多言語  大 学 所 手製  2 
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蔵  既成  8 
その他  手製  6 
欧研  1 
文字   手製  1 
 既成  2 
図書館学    手製  2 
  既成  1 
イタリア    既成  1 
学生課題    既成  1 
  手製  1 
雑誌     手製  1 
   既成  2 
著作     既成  1 
 
 
表 20．カード群の構造分析  
機
能  




点数   








図書  大 学 所
蔵  
手製  2  
 
 
既成  8  
その他  手製  6  
 
欧研  1  
文字（非ロー
マ字）  
図書   手製  1  
 既成  2  






 書誌   手製  2  
   
    
   既成  1  
 辞書・事
典  
その他  手製  2  
  
  
 既成  1  
 学 生 課
題  
 1  
 図書  イ タ リ
ア  
 1  
  
 学 生 課
題  
手製  1  
  既成  1  
 雑誌   手製  1  
  








 その他   手製  2  
   
  既成  1  















英語  用 語 編
纂  
 辞典  手製  17 
既成  7 
 機械化  既成  5 
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 言語学  手製  1 
用 語 抽
出  
図書  機械化  既成  2 




既成  2 
手製  2 
その他   2 
雑誌    2 
ドイツ語  用 語 辞
典  
 対訳   1 
 多 言 語
訳  
手製  1 
既成  2 
用 語 抽
出  
 言語名  手製  1 
 
 既成  1 
 書目   1 
フランス  用 語 辞
典  
  手製  1 
  既成  1 
用 語 抽
出  
 言語学  手製  2 
 既成  1 
スウェーデン      1 
イタリア      1 
スペイン      1 
オランダ      1 
複数言語       
用 語 編
纂  
 対訳   1 







辞典    1 








ロシア  用 語 辞
典  
 多 国 語
訳  
手製  1 
 
 既成  4 
ポーランド  用 語 辞
典  
 対訳   1 
 多 国 語
訳  
 3 
アルバニア  辞典   対訳   1 





    1 
チェコ      1 
日本語  用 語 抽
出  
著作    2 
雑誌    1 
学 生 課
題  
  1 
その他文字  用 語 編
纂  
  手製  2 
  既成  2 
用 語 抽
出  
  手製  1 
  既成  2 
記 載
なし  





























北海道  15 5 341 98 0.28739 0.333333 19.6 
青森  8 0 70 0 0 0 ＠  
岩手  4 2 14 6 0.428571 0.5 3 
宮城  1 0 12 0 0 0 ＠  
秋田  8 1 112 1 0.008929 0.125 1 
山形  10 2 448 7 0.015625 0.2 3.5 
福島  13 0 255 0 0 0 ＠  
茨城  12 3 397 5 0.012594 0.25 1.666667 
栃木  9 0 160 0 0 0 ＠  
群馬  14 0 320 0 0 0 ＠  
埼玉  17 2 208 7 0.033654 0.117647 3.5 
千葉  15 1 489 1 0.002045 0.066667 1 
東京  40 12 2264 341 0.150618 0.3 28.41667 
神奈川  16 3 1874 3 0.001601 0.1875 1 
新潟  21 5 473 11 0.023256 0.238095 2.2 
富山  15 1 116 1 0.008621 0.066667 1 
石川  9 0 209 0 0 0 ＠  
福井  6 2 750 4 0.005333 0.333333 2 
山梨  3 0 12 0 0 0 ＠  
長野  24 3 324 7 0.021605 0.125 2.333333 
岐阜  18 1 93 10 0.107527 0.055556 10 
静岡  17 2 246 28 0.113821 0.117647 14 
愛知  35 3 174 13 0.074713 0.085714 4.333333 
三重  25 1 194 5 0.025773 0.04 5 
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滋賀  8 1 109 1 0.009174 0.125 1 
京都  15 6 925 20 0.021622 0.4 3.333333 
大阪  27 4 444 6 0.013514 0.148148 1.5 
兵庫  4 0 67 0 0 0 ＠  
奈良  11 0 279 0 0 0 ＠  
和歌山  11 0 65 0 0 0 ＠  
鳥取  2 1 54 1 0.018519 0.5 1 
島根  9 0 91 0 0 0 ＠  
岡山  16 0 149 0 0 0 ＠  
広島  9 2 254 10 0.03937 0.222222 5 
山口  18 3 510 9 0.017647 0.166667 3 
徳島  5 0 45 0 0 0 ＠  
香川  8 0 143 0 0 0 ＠  
愛媛  12 0 43 0 0 0 ＠  
福岡  17 2 485 18 0.037113 0.117647 9 
佐賀  16 1 116 1 0.008621 0.0625 1 
長崎  12 1 72 2 0.027778 0.083333 2 
熊本  7 0 45 0 0 0 ＠  
大分  15 1 397 42 0.105793 0.066667 42 
宮崎  7 0 59 0 0 0 ＠  
鹿児島  12 1 36 4 0.111111 0.083333 4 
沖縄  5 0 10 0 0 0 ＠  













館種 機関種② 都道府県 設置主体
1 図書館 北海道立図書館 8 32 北海道 道




4 11 大学 東京都 公立













2 52 長崎県 県








1 162 大学 山形県 国
11 図書館 本庄市立図書館 1 1 埼玉県 市








1 13 静岡県 市








27 112 歴史 静岡県 市





















2 4 歴史 新潟県 市
9 博物館 上伊那郷土館 2 5 郷土 長野県 社団法人
10 博物館 幕別町ふるさと館 1 1 郷土・歴史 北海道 町




1 41 郷土 千葉県 市












































1 2 歴史 佐賀県 県




9 786 京都府 府
3 文書館 山口県文書館 7 298 山口県 県
4 文書館 埼玉県立文書館 6 123 埼玉県 県
5 文書館 広島県立文書館 5 82 広島県 県




4 33 大学 東京都 私立












2 37 東京都 国立
12 文書館 新潟県立文書館 2 167 新潟県 県




2 4 大学 京都府 国立




































































































2 2 大阪府 財団法人











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































＠ 福岡県 郷土史家 博物館













＠ 福岡県 酒造会社 博物館




＠ 福岡県 軍人 博物館








16 福岡市博物館 山崎暢子資料 ＠ ＠ ＠ ＠ 福岡県 酒屋 博物館
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































昭和 440 Webページ ＠ 京都府 大学総長 文書館


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































参考資料 4.図書館の設置主体別の分析  
図書館  171
館  



















25 4 502 17 0.16 0.033865 4.25 
市  81 8 518 9 0.098765 0.017375 1.125 
区  1 0 2 0 0 0 @ 
町  9 0 65 0 0 0 @ 
財団法
人  
2 1 3 2 0.5 0.666667 2 
国立大
学  
30 1 404 1 0.033333 0.002475 1 
公立大
学  
2 1 18 4 0.5 0.222222 4 
私立大
学  
22 0 291 0 0 0 @ 
 
参考資料 .5 博物館の設置主体別の分析  














































20 1 105 2 0.05 0.01904
8 
2 
会社  4 0 4 0 0 0 @ 
個人  7 0 12 0 0 0 @ 
国立大
学  
1 0 110 0 0 0 @ 
私立大
学  
4 2 507 2 0.5 0.00394
5 
1 
その他  2 0 8 0 0 0 @ 
不明  5       
 
参考資料 6．博物館を館種別に分析  














総合  21 1 509 1 0.047619 0.001965 1 
郷土  71 8 1073 16 0.112676 0.014911 2 
美術  14 0 142 0 0 0 @ 
歴史  168 16 2757 109 0.095238 0.039536 6.8125 
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自然  4 0 37 0 0 0 @ 
理工  3 0 3 0 0 0 @ 
その
他  
3 0 4 0 0 0 @ 
不明  48       
 
参考資料 7.文書館の設置主体別分析  
文書館  47
館  



















26 11 5601 122 0.423077 0.021782 11.09091 
市  9 2 285 7 0.222222 0.024561 3.5 
区  1 0 1 0 0 0 @ 
法人  2 1 1315 3 0.5 0.002281 3 
国立大
学  
5 2 96 4 0.4 0.041667 2 
私立大
学  
3 3 36 6 1 0.166667 2 
その他  1 0 4 0 0 0 @ 
 
参考資料 8.研究所の設置主体別分析  
研究所  17 施設       





群数  数  関 /機関  文書  




4 4 1359 26 1 0.019132 
その他  5 1 23 1 0.2 0.043478 
 
参考資料 9.大学の設置主体別分析  



















国立  48 6 659 9 0.125 0.013657 1.5 
公立  4 1 23 4    
私立  32 7 401 19 0.21875 0.047382 2.714286 
図書館  54 2 713 5 0.037037 0.007013 2.5 
博物館  5 2 617 2 0.4 0.003241 1 
文書館  8 5 132 10 0.625 0.075758 2 











参考資料 10.個人文書目録の全体の編成  









物理形態  47 16 1 
内容形態  8 6 6 
形態  15 14 8 
様式  4 4 2 
事項  25 29 12 
主題  0 8 4 
十進分類  1 2 0 
出所  10 1 0 
現秩序  1 3 0 
時期  3 2 2 
経歴  4 3 0 
活動  2 0 0 
組織  1 1 0 
場所  0 2 1 
作者  0 1 2 















物理形態  15 4 0 
内容形態  4 4 4 
形態  1 4 3 
様式  2 0 0 
事項  5 6 3 
主題  0 3 2 
十進分類  1 2 0 
出所  1 0 0 
現秩序  0 1 0 
場所  0 0 1 
なし  0 6 18 













物理形態  6 3 0 
内容形態  0 0 1 
形態  5 1 0 
様式  1 0 0 
事項  5 0 1 
主題  0 1 0 
出所  3 0 0 
時期  1 0 0 















物理形態  8 1 1 
内容形態  1 0 0 
形態  5 4 0 
事項  7 8 2 
出所  6 0 0 
現秩序  1 1 0 
時期  0 0 1 
組織  0 1 0 
経歴  2 2 0 
活動  2 0 0 
場所  0 2 0 













物理形態  7 1 0 
内容形態  1 1 0 
形態  2 2 3 
様式  1 0 0 
179 
 
事項  6 9 3 
主題  0 2 1 
出所  0 0 0 
現秩序  0 1 0 
時期  2 1 0 
組織  1 1 0 
作者  0 1 0 













物理形態  4 3 0 
内容形態  1 1 0 
形態  2 1 1 
様式  0 1 0 
事項  2 3 2 
時期  0 0 1 
経歴  1 0 0 




文学館  3   
編成基準 第 1編 第 2 編 第 3 編
180 
 
／段階  成  成  成  
物理形態  3 1 0 
形態  0 1 1 
様式  0 3 0 
事項  0 0 1 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































参考資料 18 小野増平氏履歴  
昭和 22（1947）年生  
 
学 歴  
昭和 40 年 3 月 広島大学教育学部附属福山高校卒業  
昭和 45 年 3 月 東京教育大学文学部仏語仏文科卒業  
 
職 歴  
昭和 45 年 4 月 中国新聞社入社 試用社員 総務局付  
昭和 45 年 7 月 社員 編集局報道部  
昭和 46 年 1 月 呉支社編集部  
昭和 49 年 2 月 東京支社編集部  
昭和 52 年 3 月 東京支社編集部（主任格）  
昭和 53 年 3 月 編集局第一整理部（主任格）  
昭和 57 年 3 月 課長待遇  
昭和 58 年 3 月 編集局報道部（課長待遇）  
昭和 60 年 3 月 課長格  
昭和 63 年 3 月 部次長待遇  
平成 2 年 8 月 ニューヨーク支局長  
平成 3 年 3 月 部次長格  
平成 5 年 7 月 編集局報道部（部次長格）  
平成 6 年 3 月 編集局報道部次長（部次長格）  
平成 7 年 3 月 編集局編集委員（部長・総合デスク担当）  
平成 8 年 3 月 呉支社編集部長  
平成 10 年 3 月 呉支社編集部長兼論説委員会委員  
平成 11 年 3 月 部長格 呉支社編集グループリーダー  
平成 12 年 3 月 局次長格 編集製作本部論説委員会副主幹（局次長）  
平成 13 年 3 月 編集制作本部論説委員会副主幹（局次長）（局次長格）（組織の
改正による名称変更）  
平成 14 年 2 月 局長格 東京支社長  
186 
 
平成 17 年   取締役編集担当 編集局長  
平成 18 年   取締役編集制作本部長 編集・論説・制作管理担当  
平成 18 年 12 月 退任  
平成 19 年 9 月 広島経済大学メディアビジネス学科教授  
 
平成 23（2011）年没（享年 64 歳）  
 
 
参考資料 19.長岡半太郎略歴  
 
1865（慶応元）年  肥前国大村に誕生  
 
学 歴  
1882（明治 15）年  東京大学予備門卒業  
同年    東京大学理学部へ入学（86 年より帝国大学に改称）  
1883 年       物理学科へ進学  
1887 年       大学院へ進学（至 1889 年）  
 
職 歴  
1888 年 9 月        帝国大学物理学実験指導嘱託  
1890 年 4 月        帝国大学理科大学助教授（至 1896 年）  
1892 年 7 月        震災予防調査委員会 委員  
1893 年 1 月        博士号（理学）取得  
同年 3 月         数理物理学研究のためドイツ留学  
1896 年 9 月     帰国 理科大学教授（97 年より東京帝国大学に改称）（至
1926 年）  
1898 年 3 月        中等学校教員検定委員（至 1899 年）  
1899 年 4 月        高等師範学校物理学講師嘱託（1 年）  
1899 年 5 月        測地学委員会 委員  
1900 年 5 月        第 1 回万国物理学会に出席 磁気歪について講演  
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1901 年 1 月        理学文書目録委員会 委員  
1901 年 5 月        東京数学物理学会委員長に当選就任（1913 年も同
様）  
1906 年 9 月        帝国学士院 247 会員（至 1939 年）  
1909 年 4 月        東北帝国大学理科大学創立準備委員 嘱託  
1917 年（大正 6 年）6 月  理化学研究所研究員 物理学部長（至 1921 年）  
1919 年 11 月       東京帝国大学評議員（至 1925 年）  
1920 年 11 月        日本学術研究会 248 議会員（物理学部長）（至 1939
年）  
1921 年 3 月        理化学研究所 主任研究員（至 1946 年）  
1925 年 7 月       ケンブリッジ大学から名誉博士号授与  
1926 年 1 月        東京帝国大学付置 地震学研究所 嘱託（至 1950
年）  
1931 年（昭和 6 年）5 月  大阪帝国大学 初代学長（至 1934 年）  
1933 年 2 月        日本学術振興会 学術部長（至 1939 年）  
1933 年 10 月        国防協議会 会員  
1934 年 2 月        貴族院議員（帝国学士院選出）（至 1947 年）  
1935 年 8 月        度量衡制度調査委員会 委員  
1939 年 2 月        日本学術振興会 249 理事長（至 1947 年）  
同年 3 月          帝国学士院 院長（至 1948 年）  
1940 年 6 月        日本学術研究会 会員（至 1943 年）  
同年 8 月          全国科学技術聯盟 理事長  














1941 年 3 月        電波物理研究会 会長（至 1942 年）  
1942 年 12 月        海軍科学技術審議会委員（至 1943 年）  
1943 年 8 月        陸海軍電波委員会特別委員  
1947 年 6 月        米国学術諮問団受け入れ委員  
1948 年 6 月        帝国学士院 会員（至 1950 年）  
 




参考資料 20.馬場重徳氏履歴 250 
 
1909（明治 42）年生  
 
学 歴  
1928（昭和 3）年 早稲田第一高等学院理科入学  
1931 年      早稲田大学理工学部電気工学科第一分科入学  
 
職 歴  
1934 年 4 月 古河電気工業（株）研究員（至 1944 年 3 月）  
1943 年 3 月 （社）調査研究聯盟研究局企画部第一係主任（至 1944 年 4 月）  
1944 年 4 月 内閣技術院事務嘱託（奏任待遇）  
7 月 私立久我山電波工業専門学校教授及び図書館長（至 1955 年 5
月）  
1945 年 5 月 内閣技術院参議官高等官五等（至 9 月）  
     9 月 文部省科学教育局科学官  
1946 年 6 月 内閣戦争調査会内閣事務官兼任（至 9 月）  
                                                   
250「馬場重徳略歴」，pp.73-74，佐藤隆司研究代表『戦後日本の学術図書館政策
及び図書館学の展開過程：馬場重徳文書の組織化と分析』 図書館情報大学，1999




1947 年 6 月 学術研究会議外国文献調査研究特別委員会幹事  
        （総合目録委員会、学術用語委員会）  
        学術研究会議外国文献利用委員会実施委員  
         （マイクロフィルム委員会、国際交換委員会）  
1949 年 9 月 国立国会図書館マイクロ写真委員会委員（至 1954 年 11 月）  
1950 年 4 月 文部省国立大学附属図書館改善協議会委員  
1952 年 2 月 オランダ、スペイン含む世界 11 ヶ国にて学術文献に関する研究（至
12 月）  
1953 年 1 月 英国の Aslib 会員に推薦  
     6 月 電気学会海外調査専門委員会委員  
1954 年 4 月 文部省図書館職員養成所講師（至 1956 年 3 月）  
1955 年 4 月 国立国会図書館文献複製委員会委員  
    11 月 電気学会調査研究委員会内外雑誌調査専門委員会委員（至 1958
年 4 月）  
1958 年 10 月 文部省大学学術局学術情報主任官付専門員（配置換）  
1959 年 7 月 日本デンマーク協会ステーマン女史接待委員会委員  
1960 年 11 月 東京教育大学図書館職員採用試験委員  
1962 年 2 月 山陽技術振興会特別会員に推薦  
     10 月 国家公務員採用上級試験口述試験官（1962 年度）  
1964 年 4 月 図書館短期大学講師併任（至 1965 年 3 月）  
1965 年 1 月 日本マイクロ写真協会特別会員に推薦  
     4 月 図書館短期大学教授（配置換）  
1966 年 4 月 文部省学術奨励審議会専門委員  
     12 月 文部省ドキュメンテーション講習会講師（1966 年度）  
1968 年 3 月 筑波共同利用施設設備会第五パネル・メンバー  
        文部省委嘱司書講習講師  
1969 年 8 月 文部省・図書館短期大学共催大学図書館長期研修講師（至 1971 年
8 月）  
1971 年 4 月 図書館短期大学学生部長（至 1972 年 3 月）  
1973 年 4 月 同学長事務取扱（至 8 月）  
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1974 年 4 月 同図書館長（至 1976 年 3 月）  
1975 年 4 月 日本図書館協会大学図書館部会短大分科会委員・分科会長  
（至 1977 年 3 月）  
1976 年 4 月 図書館短期大学学生主事（至 1977 年 3 月）  
          5 月 日本図書館協会短期大学図書館部会長・常務理事（至 1977 年 4
月）  
1977 年 4 月 図書館短期大学退職（停年）  
1993（平成 5）年没（享年 83 歳）  
 
 




  内容…  おおまかな資料内容と形態（○○図書、草稿、ノート、カード
など） 
  年代…  資料の作成年、発行物は発行年を記載 
  点数…  まとまり（袋、ひもしばり、カードの束など）を一点として数
える 
  特記事項…図書館短期大学に関する資料 
  箱書き（ダンボール） 
  箱の種類…ヤマト運輸、日通、紙箱、ビニル袋 
  箱書き（個別）…主にカードが入っている箱のもの 
  箱（個別）の状態…ビニル紐、ガムテープなど 








       箱書きが無い場合、内容から推定し[  ]で記載 
       内容を（  ）で補記 
      →箱書きは馬場本人が書いたものと想定 
       タイトルだけではカードの内容を表しきれないため、（ ）で
補記する 
  年代備考…日本の元号を示す 
  形態  …○×○cm（手製）カードと記載 
       →手製と既成のものを区別する 
  点数  …カードの枚数が分からないため「＠」を入力 
  年代  …参照文献の最も新しいものを（  ）で記載 
       →年代は同封の書籍や、参照文献としてカードに記載されてい
るもののなかから、最も新しいものを記載 








＊第 1 章第 3 節において参考にした目録＊（発行者の 50 音順）  
図書館の蔵書目録  
『中崎家文書（1）』 茨城大学付属図書館，1998 年  
『岡山大学所蔵 近世庶民史料目録 第 1 巻』 岡山大学付属図書館，1973 年  
国立国会図書館図書部編『平成 3 年‐平成 7 年 第 3 編 社会・労働．教育（2）』 
国立国会図書館，1996 年  
『児童図書目録 第 1 分冊』 東京都立日比谷図書館，1992 年  
博物館の収蔵品目録  
『蔵品目録』 石川県立歴史博物館，1996 年  
『大阪商業大学商業史博物館資料目録―中谷コレクション 3―』 第 12 集 大阪
商業大学商業史博物館，2009 年  
『福富家文書目録』 国立歴史民俗博物館・資料委員会，1992 年  
『田中穣氏旧蔵典籍古文書目録』 国立歴史民俗博物館，2000 年  
『水木家資料目録』 国立歴史民俗博物館，2003 年  
『埼玉県立博物館館有資料目録Ⅱ』 埼玉県立博物館，1980 年  
『埼玉県立博物館館有資料目録Ⅲ』 埼玉県立博物館，1981 年  
『民俗資料 1 琵琶湖水系漁撈習俗資料 (1)』 滋賀県立琵琶湖博物館，2006 年  
『魚類標本 6』 滋賀県立琵琶湖博物館，2007 年  
『仙台市博物館収蔵資料目録Ⅶ―仙台藩士資料（家わけ）―』  仙台市博物館，
1994 年  
『東京国立博物館蔵書目録（和書 1）』 東京国立博物館，1998 年  
『栃木県栗山村の維管束植物Ⅰ』 栃木県立博物館，2006 年  
『内藤家文書目録 第 1 部』 明治大学博物館事務室，2007 年  
文書館の史料目録  




埼玉県立文書館編 『埼玉県 行政文書総目録 第 1 集』 埼玉県教育委員会，
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1980 年復刻  
埼玉県立文書館編 『埼玉県教育委員会行政文書総目録 第 1 集』 埼玉県教育
委員会，1987 年  
『市町村作成地図目録 1』 埼玉県立文書館，1996 年  
『カラーマイクロフィルム撮影地図目録Ⅰ』 埼玉県立文書館，1998 年  
『カネニ小松史料目録』 東京大学経済学部図書館文書室，2001 年  
『史料館目録 第 60 集 越後国頸城郡岩手村佐藤家文書目録（その 4）』 国文
学研究資料館史料館，1994 年  
『史料館所蔵史料目録 第 64 集 山梨県下市町村役場文書目録（その 1）』 国
文学研究資料館史料館，1997 年  
調査収集事業部編『史料目録 第 82 集 出羽国村山郡山家村山口家文書（その 2）』 
人間文化研究機構国文学研究資料館，2006 年  
調査収集事業部編『史料目録 第 92 集 愛知県下諸家文書目録（その 1）』 人
間文化研究機構国文学研究資料館，2011 年  
その他の機関の目録  
伊奈町史編集室編 『伊奈町の石仏』 北足立郡伊奈町，1986 年  
伊奈町史編集室編 『伊奈町の金石文』 北足立郡伊奈町，1987 年  
『浦和市史調査報告書第十五集 関野家文書目録』 浦和市総務部市史編さん室，
1983 年  
『大阪商業大学商業史研究所資料目録 第四集』 大阪商業大学商業史研究所，
1996 年  
教育委員会市史編さん室編 『春日部市諸家所蔵文書目録（1）』 埼玉県春日部
市，1976 年  
埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課編 『埼玉県文化財目録』 埼玉県教育委
員会，2003 年  
平勢隆郎・井上直美・河村久仁子編『東京大学東洋文化研究所所蔵古写真資料目
録Ⅰ 明治の営業写真家 山本讃七郎写真資料目録その 1』 東京大学東洋
文化研究所附属東洋学研究情報センター，2006 年  




小野文庫整理委員会編『小野文庫目録』 愛知学院大学附属図書館，1990 年  
尼崎市立地域研究史料館作成「師岡祐行氏社会運動関係等資料目録」  
http://www.archives.city.amagasaki.hyogo.jp/collections/records/catalogs/pdf/
092007c.pdf（最終閲覧 2015 年 11 月 20 日）  
飯田市立図書館作成「伊藤大八関係文書目録」『飯田市立図書館ウェブページ』  
http://www.nanshin-lib.jp/iida/tokusyu/itou/itou_index.html （最終閲覧 2015
年 11 月 20 日）  
『森鷗外資料目録 1984 年（昭和 59 年）版』 文京区立鷗外記念本郷図書館，
1985 年  
『大阪府立中之島図書館蔵 織田文庫目録』 大阪府立中之島図書館，1978 年  
『大阪府立中之島図書館蔵 藤沢文庫目録』 大阪府立中之島図書館，1991 年  
国際基督教大学図書館編『内村鑑三記念文庫目録 第 2 版（増補訂正）』 内村
鑑三先生記念文庫設置世話人会，1971 年  
『板倉文書解説目録 牧野信一資料解説目録 報徳集書目録』 小田原市立図書
館，1970 年  
國學院大學図書館調査室梧陰文庫整理委員会編『梧陰文庫目録』 國學院大學図
書館，1963   年  
国立教育研究所附属教育図書館編『志水義暲文庫目録』 国立教育研究所，1986
年  
『漱石文庫目録』 東北大学附属図書館，1971 年  
『小川太郎文庫目録』 日本福祉大学付属図書館，1987 年  
一橋大学図書館作成「大塚金之助資料目録（2012 年 3 月 31 日現在）」  
http://www.lib.hit-u.ac.jp/catalog/otsukapapers/Ot-list.pdf（最終閲覧 2015 年
11 月 20 日）  
『広島修道大学所蔵 武井文庫目録』 広島修道大学図書館，1974 年  
広島大学図書館編『方言の山野を歩く～藤原与一文庫目録～』 広島大学出版会，
2012 年  







年 11 月 20 日）  
『南方熊楠邸資料目録』 南方熊楠邸保存顕彰会，2005 年  
『沖野岩三郎文庫目録』 明治学院大学図書館，1982 年  
『宮沢俊義文庫目録』 立教大学図書館，1988 年  
『立命館大学図書館蔵 末川文庫目録』 立命館大学図書館，1990 年  
早稲田大学大隈研究室編『大隈文書目録』 早稲田大学図書館，1952 年  
『大西祝資料目録』 早稲田大学図書館，1991 年  
博物館の個人文書目録  
『梁川剛一資料目録』 市立函館博物館，1996 年  
『茨城県天心記念五浦美術館所蔵資料目録』 茨城県天心記念五浦美術館，2007
年  
「久留島武彦関係史料Ⅰ -Ⅴ」『収蔵史料目録 4』 大分県立先哲史料館，2006 年，
pp.25-38 
斎藤修啓・鈴木一義著「棚橋源太郎資料について―棚橋資料目録―」 『Bulletin 
of the National Science Museum. Series E, Physical sciences&engineering』 
21 巻 国立科学博物館，1998 年，pp.9-57 




sawa_ArchiveList_nikki.htm（最終閲覧 2015 年 11 月 20 日）  
『開館 30 年憲政記念館所蔵資料目録』 衆議院憲政記念館，2002 年，（「村川一
郎文書」「上村耕作文書」所収）  
『岸田劉生 作品と資料』 東京国立近代美術館，1996 年  
『柳瀬文庫目録』 東京都美術館，1991 年  






月 1 日公開  
http://www.city.itabashi.tokyo.jp/c_kurashi/000/000982.html（最終閲覧 2015
年 11 月 20 日）  
「鈴木荘六文書目録」pp.3-49，「山口重次文書目録」pp.93-118，「赤井春海文書
目録」pp.119—130，調査収集事業部編『史料目録 第 95 集 近現代文書目
録（その 1）』 人間文化研究機構国文学研究資料館，2012 年  
沖縄公文書館作成「平良幸市文書」『沖縄公文書館ウェブページ』  
http://www.archives.pref.okinawa.jp/collection/2014/08/post-459.html（最終閲
覧 2015 年 11 月 20 日）  
沖縄公文書館作成「大田政作文書」『沖縄公文書館ウェブページ』   
http://www.archives.pref.okinawa.jp/collection/2014/10/post-460.html（最終閲
覧 2015 年 11 月 20 日）  
北海道立文書館作成「私文書階層表示 寺田真一資料」 『北海道立文書館ウェ
ブページ』  
http://www.bunsho.pref.hokkaido.jp/monjokan/mj_shi_kaisou.asp （ 最 終 閲 覧
2015 年 11 月 20 日）  
北海道立文書館作成「私文書階層表示 坂本直寛文書」『北海道立文書館ウェブペ
ージ』  
http://www.bunsho.pref.hokkaido.jp/monjokan/mj_shi_kaisou.asp （ 最 終 閲 覧
2015 年 11 月 20 日）  
広島県立文書館作成「広島市 今堀誠二文書仮目録」，2007 年  
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/25340.pdf （ 最 終 閲 覧
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